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(57)【要約】
　喫煙物品（１０）は、その紙巻きタバコ用のホルダと
して作用する、電動のエアロゾル発生装置内に組み込ま
れる紙巻きタバコ（１５０）を含むことができる。喫煙
物品は、少なくとも１つの形態のタバコ（８９）を有す
る。喫煙物品はまた、紙巻きタバコの要素に対する熱作
用によって発生したタバコの成分を吸い込むために喫煙
者によって使用される吸い口（１５）の片を有する。代
表的な喫煙物品は、電力源（３６）（例えばバッテリ）
を含んだ外側ハウジング（２０）と、少なくとも吸い込
み中に装置に給電するための検知機構（６０）と、タバ
コの成分を含む熱的に発生したエアロゾルを形成する加
熱装置（７０、７２）（例えば、少なくとも１つの電気
抵抗発熱体）とを有する。使用中に、紙巻きタバコ（１
５０）は、装置内に配置され、使用後に、使用済みの紙
巻きタバコは、装置から除去されて他の紙巻きタバコに
置き換えられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タバコを収容する、電動の喫煙物品であって、
　（ａ）喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出のために構成された開口を備える吸い口
と、喫煙物品内への空気の取り入れのために構成された開口を備える、吸い口に対する遠
位端とを有する外側ハウジングと、
　（ｂ）喫煙物品に流入する空気が電力源を通過するように、外側ハウジング内であって
外側ハウジングの遠位端における開口の下流に動作可能に配置された電力源と、
　（ｃ）前記電力源によって給電され、外側ハウジングの遠位端における開口を介して吸
い込まれた空気を加熱するように動作可能に配置された外側ハウジング内の第１の電気抵
抗発熱体と、
　（ｄ）外側ハウジング内に配置されたタバコ材料と、
　（ｅ）空気がタバコ材料及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれることがで
きるように、前記タバコ材料と流体的に連通している外側ハウジング内に配置されたエア
ロゾル形成材料と、
　（ｆ）前記電力源によって給電され、エアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱するよ
うに動作可能に配置された外側ハウジング内の第２の電気抵抗発熱体と、
　（ｇ）喫煙物品におけるユーザによる吸い込みを検知するように構成されたセンサを備
え、吸い込み中に、前記第１及び第２の電気抵抗発熱体のうちの少なくとも１つを流れる
電流を調整するように構成された煙吹かし作動コントローラとを備える、喫煙物品。
【請求項２】
　エアロゾル形成材料及びタバコが、外側ハウジング内のカートリッジ内に配置されてお
り、カートリッジ内に発生したエアロゾルが最初に第２の電気抵抗発熱体の方向に流れる
ように、カートリッジが第２の電気抵抗発熱体に面した開口を有する、請求項１に記載の
喫煙物品。
【請求項３】
　エアロゾル形成材料及びタバコ材料がカートリッジ内のよく混じった混合物の形態であ
る、請求項２に記載の喫煙物品。
【請求項４】
　エアロゾル形成材料及びタバコ材料がカートリッジ内の分離された隣接する領域に配置
されている、請求項２に記載の喫煙物品。
【請求項５】
　タバコ材料及びエアロゾル形成材料を含むカートリッジが、第２の抵抗発熱体と外側ハ
ウジングの吸い口との間に配置されており、カートリッジ内に発生したエアロゾルが、第
２の電気抵抗発熱体の方向に流れ、その後に外側ハウジングの吸い口の方に流れる、請求
項２に記載の喫煙物品。
【請求項６】
　タバコ材料の少なくとも一部が抽出物の形態である、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項７】
　タバコ材料の少なくとも一部及びエアロゾル形成材料がよく混じった混合物の形態であ
る、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項８】
　エアロゾル形成材料が、グリセリン、プロピレングリコール、又は、その混合物を含む
、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項９】
　タバコ材料の少なくとも一部がタバコ切断フィラーの形態である、請求項１に記載の喫
煙物品。
【請求項１０】
　タバコ材料が、外包材によって囲まれて第２の抵抗発熱体と外側ハウジングの吸い口と
の間に配置されたタバコロッドの形態である、請求項１に記載の喫煙物品。
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【請求項１１】
　外包材によって囲まれたエアロゾル発生材料を含むカートリッジが、タバコロッドと第
２の抵抗発熱体との間に配置されている、請求項１０に記載の喫煙物品。
【請求項１２】
　フィルタ要素が、外側ハウジングの吸い口に最も近いタバコロッドの端部に取り付けら
れている、請求項１０に記載の喫煙物品。
【請求項１３】
　前記電力源によって給電され、タバコロッドを加熱するように動作可能に配置された第
３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに備える、請求項１０に記載の喫煙物品。
【請求項１４】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部が、タバコ切断フィラーの形態であり、
切断フィラーが、エアロゾル形成材料と密接に接触している、請求項１０に記載の喫煙物
品。
【請求項１５】
　マウスピースをさらに備え、該マウスピースを通って空気が外側ハウジングの吸い口か
ら吸い込まれることができ、該マウスピースが外側ハウジングに着脱自在に取り付けられ
ている、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項１６】
　空気がタバコ材料及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれることができるよ
うに、タバコ材料及びタバコ材料と流体的に連通しているエアロゾル形成材料を備える外
側ハウジング内の着脱可能な搬送装置をさらに備える、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項１７】
　着脱可能な搬送装置が、包み紙によって囲まれたタバコロッド及び隣接しているフィル
タ要素を備える紙巻きタバコロッドの形態であり、紙巻きタバコロッドが、第２の抵抗発
熱体と着脱可能なマウスピースとの間に配置されている、請求項１６に記載の喫煙物品。
【請求項１８】
　紙巻きタバコロッドが、タバコロッドと第２の抵抗発熱体との間に配置された外包材に
よって囲まれたエアロゾル発生材料を含むカートリッジをさらに備える、請求項１７に記
載の喫煙物品。
【請求項１９】
　前記電力源によって給電され、タバコロッドを加熱するように動作可能に配置された第
３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに備える、請求項１７に記載の喫煙物品。
【請求項２０】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部が、タバコ切断フィラーの形態であり、
切断フィラーが、エアロゾル形成材料と密接に接触している、請求項１７に記載の喫煙物
品。
【請求項２１】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部が抽出物の形態である、請求項１７に記
載の喫煙物品。
【請求項２２】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部及びエアロゾル形成材料がよく混じった
混合物の形態である、請求項１７に記載の喫煙物品。
【請求項２３】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部がタバコ切断フィラーの形態である、請
求項１７に記載の喫煙物品。
【請求項２４】
　エアロゾル形成材料が、グリセリン、プロピレングリコール、又は、その混合物を含む
、請求項１６に記載の喫煙物品。
【請求項２５】
　前記電力源によって給電され、着脱可能な搬送装置を加熱するように動作可能に配置さ
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れた第３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに備える、請求項１６に記載の喫煙物品
。
【請求項２６】
　エアロゾル形成材料及びタバコが、外側ハウジング内の着脱可能なカートリッジ内に配
置されており、カートリッジ内に発生したエアロゾルが最初に第２の電気抵抗発熱体の方
向に流れるように、カートリッジが第２の電気抵抗発熱体に面した開口を有する、請求項
１６に記載の喫煙物品。
【請求項２７】
　エアロゾル形成材料及びタバコ材料がカートリッジ内のよく混じった混合物の形態であ
る、請求項２６に記載の喫煙物品。
【請求項２８】
　エアロゾル形成材料及びタバコ材料がカートリッジ内の分離された隣接する領域に配置
されている、請求項２６に記載の喫煙物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タバコを収容する（ｔｏｂａｃｃｏ－ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）喫煙物品等の
タバコ製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　紙巻きタバコ等の一般的な喫煙物品は、略円筒状ロッド状の構造を有し、包み紙によっ
て囲まれることによっていわゆる「喫煙に適したロッド」又は「タバコロッド」を形成す
る、細断タバコ（例えば切断フィラーの形態）等の喫煙に適した材料からなる装填体、筒
体、又は柱体を含む。通常、紙巻きタバコは、タバコロッドとの端部から端部までの関係
において位置合わせされた円筒状のフィルタ要素を有する。望ましくは、フィルタ要素は
、「プラグラップ」として周知である紙材によって囲まれている可塑化セルロースアセテ
ートトウ（ｔｏｗ）を含む。特定のフィルタ要素は、多価アルコールを含むことができる
。例えば、英国特許第７５５，４７５号明細書を参照されたい。特定の紙巻きタバコは、
複数のセグメントを有するフィルタ要素を含み、それらのセグメントのうちの１つは、活
性炭粒子を含むことができる。例えば、Ｂｌａｋｌｅｙらによる米国特許第５，３６０，
０２３号明細書、及び、Ｖｅｌｕｚによる米国特許第６，５３７，１８６号明細書を参照
されたい。望ましくは、フィルタ要素は、「チップ紙」として周知である外包材を使用し
てタバコロッドの一端に取り付けられる。それはまた、吸い込まれた主流煙を周囲空気で
希釈するために、チップ材及びプラグラップを穿孔することが望ましくなってきている。
紙巻きタバコ及びその様々な構成要素の記載は、「Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏ
ｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｄａｖｉｓら（共編），１９
９９」に記載されている。伝統的に、最も普及しているタイプの紙巻きタバコは、その一
端に点火してタバコロッドを燃焼させることにより、喫煙者によって使用される。そして
、喫煙者は、紙巻きタバコの反対側の端部（例えばフィルタ端部）を利用することにより
、自己の口内に燃焼するタバコによって生み出される主流煙を受ける。
【０００３】
　長年の間、タバコの主流煙の組成を変えるための様々な方法が提案されている。Ｂｅｒ
ｅｍａｎによる国際公開第０２／３７９９０号パンフレットにおいて、紙巻きタバコによ
って生み出される煙における特定の化合物の量を低減しようとして、金属粒子及び／又は
炭素粒子を紙巻きタバコの喫煙に適した材料に含むことができる旨が示唆されている。Ｎ
ｅｓｔｏｒらによる米国特許出願公開第２００５／００６６９８６号明細書において、紙
材に包まれたタバコを有する喫煙に適したロッドがグリセリン等のエアロゾル形成材料と
結合されるタバコフィラーを含むことができる旨が示唆されている。Ｓｈａｆｅｒらによ
る米国特許第６，８７４，５０８号明細書は、炭酸水素カリウム、塩化ナトリウム、又は
、リン酸カリウム等の添加物を用いて処理されたチップ部分を有する紙に包まれたタバコ
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ロッドを有する紙巻きタバコを提案している。
【０００４】
　様々なタバコの代用材料が提案されており、それらの材料の様々なタイプの多くのリス
トを、Ｒａｉｎｅｒらによる米国特許第４，０７９，７４２号明細書、及び、Ｗｈｉｔｅ
らによる米国特許第４，７７１，７９５号明細書において見ることができる。タバコ煙の
ような煙を生み出すように燃焼されるフィラーとして非タバコ材料（例えば、レタス葉等
の乾燥野菜葉）を使用している、特定の紙巻きタバコタイプの製品が、商品名「Ｃｕｂｅ
ｂｓ」、「Ｔｒｉｕｍｐｈ」、「Ｊａｚｚ」、及び、「Ｂｒａｖｏ」のもとで市販されて
いる。例えば、Ｔｏｒｉｇｉａｎによる米国特許第４，７００，７２７号明細書において
記載されたタイプの材料を参照されたい。さらにまた、商品名「Ｃｙｔｒｅｌ」及び「Ｎ
ＳＭ」を有するタバコの代用材料が、１９７０年代にヨーロッパにおいて導入されている
。提案された人工タバコの代用材料、タバコを含む喫煙に適した材料、及び他の成分、並
びにそれらの材料を含む紙巻きタバコの代表的なタイプは、英国特許第１，４３１，０４
５号明細書、並びに、Ｂｅｎｎｅｔｔによる米国特許第３，７３８，３７４号明細書、Ｗ
ｅｂｓｔｅｒによる米国特許第３，８４４，２９４号明細書、Ｇｉｂｓｏｎらによる米国
特許第３，８７８，８５０号明細書、Ｍｉａｎｏらによる米国特許第３，９３１，８２４
号明細書、Ｂｏｙｄらによる米国特許第３，９４３，９４１号明細書、Ｂｏｙｄらによる
米国特許第４，０４４，７７７号明細書、Ｍｉａｎｏらによる米国特許第４，２３３，９
９３号明細書、Ｅｈｒｅｔｓｍａｎｎらによる米国特許第４，２８６，６０４号明細書、
Ｈａｒｄｗｉｃｋらによる米国特許第４，３２６，５４４号明細書、Ｌａｗｒｅｎｃｅら
による米国特許第４，９２０，９９０号明細書、Ｂｏｌｔによる米国特許第５，０４６，
５１４号明細書、Ｇｅｎｔｒｙらによる米国特許第５，０７４，３２１号明細書、Ｍｏｎ
ｔｏｙａらによる米国特許第５，０９２，３５３号明細書、Ｓａｉｔｏらによる米国特許
第５，７７８，８９９号明細書、ＭｃＡｄａｍによる米国特許第６，３９７，８５２号明
細書、及び、ＭｃＡｄａｍによる米国特許第６，４０８，８５６号明細書に記載されてい
る。さらにまた、タバコ及び他の含有物を含む非常に処理された喫煙に適した材料の様々
なタイプは、Ｌｕｋｅによる米国特許第４，８２３，８１７号明細書、Ｔａｍｏｌらによ
る米国特許第４，８７４，０００号明細書、Ｌｕｋｅによる米国特許第４，９７７，９０
８号明細書、Ｌｕｋｅらによる米国特許第５，０７２，７４４号明細書、Ｗｈｉｔｅらに
よる米国特許第５，８２９，４５３号明細書、及び、Ｗｈｉｔｅらによる米国特許第６，
１８２，６７０号明細書に記載されている。
【０００５】
　同軸又は同心タイプからなる、特定のタイプの喫煙物品が提案されている。他の材料か
らなる長手方向に延在するコアを囲んでいる、タバコの喫煙に適した材料を含む紙巻きタ
バコタイプの喫煙物品が提案されている。英国特許出願第２，０７０，４０９号明細書は
、少なくともロッドの長手の大部分にわたって延在している少なくとも１つのフィラメン
トを有する喫煙材料からなるロッドを有する喫煙物品を提案している。Ｔｈｏｒｎｔｏｎ
による米国特許第３，６１４，９５６号明細書は、タバコの喫煙材料及び吸収材料の中心
円筒状コアから作られている環状の外側部分を有する喫煙物品を提案している。Ｒａｉｎ
ｅｒらによる米国特許第４，２１９，０３１号明細書は、タバコによって囲まれた炭化繊
維からなる中心コアを有する喫煙物品を提案している。Ｎｉｃｈｏｌｓらによる米国特許
第６，８２３，８７３号明細書は、タバコによって囲まれた着火要素を含む紙巻きタバコ
を提案しており、これは複合物の外側ラップ材によって順次囲まれている。紙巻きタバコ
タイプの喫煙物品の１つには、他のいくつかの材料の長手方向に延在している円環を囲ま
れたタバコの喫煙に適した材料からなるロッドが含まれている。例えば、Ｗｈｉｔｅらに
よる米国特許第５，１０５，８３８号明細書は、一般にラップ材の層によって囲まれてい
る喫煙に適した材料からなるロッドを提案しており、これは、断熱材（例えば、ガラスフ
ィラメント又は繊維）によって順次囲まれている。Ｓｎａｉｄｒらによる国際公開第９８
／１６１２５号パンフレットは、管状のセラミックカートリッジに嵌合するように設計さ
れた極薄紙巻きタバコから構成された喫煙装置を提案している。
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【０００６】
　多数の参考文献は、香りを付けられた気体、可視エアロゾル、又は、香りを付けられた
気体と可視エアロゾルとの混合物を発生させるタイプの様々な喫煙物品を提案している。
それらの提案されたタイプの喫煙物品のいくつかは、管状部分又は長手方向に延在してい
る空気通路を含む。例えば、Ｅｌｌｉｓらによる米国特許第３，２５８，０１５号明細書
、Ｅｌｌｉｓらによる米国特許第３，３５６，０９４号明細書、Ｍｏｓｅｓによる米国特
許第３，５１６，４１７号明細書、Ｌａｎｚｅｌｌｏｔｔｉらによる米国特許第４，３４
７，８５５号明細書、Ｂｏｌｔらによる米国特許第４，３４０，０７２号明細書、Ｂｕｒ
ｎｅｔｔらによる米国特許第４，３９１，２８５号明細書、Ｒｉｅｈｌらによる米国特許
第４，９１７，１２１号明細書、Ｌｉｔｚｉｎｇｅｒによる米国特許第４，９２４，８８
６号明細書、及び、Ｈｅａｒｎらによる米国特許第５，０６０，６７６号明細書に記載さ
れているそれらのタイプの喫煙物品を参照されたい。それらのタイプの喫煙物品の多くは
、エアロゾルを形成するように及び／又はエアロゾル形成材料を加熱するように燃焼する
可燃性の燃料源を使用している。例えば、Ｂａｎｅｒｊｅｅらによる米国特許第４，７１
４，０８２号明細書及びＷｈｉｔｅらによる米国特許第４，７７１，７９５号明細書にお
いて引用されている背景技術を参照されたい。これらは、参照によって本明細書に組み込
まれる。また、例えば、Ｃｌｅａｒｍａｎらによる米国特許第４，７５６，３１８号明細
書、Ｂａｎｅｒｊｅｅらによる米国特許第４，７１４，０８２号明細書、Ｗｈｉｔｅらに
よる米国特許第４，７７１，７９５号明細書、Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈらによる米国特許第
４，７９３，３６５号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎらによる米国特許第４，９１７，１２８
号明細書、Ｋｏｒｔｅによる米国特許第４，９６１，４３８号明細書、Ｓｅｒｒａｎｏら
による米国特許第４，９６６，１７１号明細書、Ｂａｌｅらによる米国特許第４，９６９
，４７６号明細書、Ｓｅｒｒａｎｏらによる米国特許第４，９９１，６０６号明細書、Ｆ
ａｒｒｉｅｒらによる米国特許第５，０２０，５４８号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎらによ
る米国特許第５，０３３，４８３号明細書、Ｓｃｈｌａｔｔｅｒらによる米国特許第５，
０４０，５５１号明細書、Ｃｒｅｉｇｈｔｏｎらによる米国特許第５，０５０，６２１号
明細書、Ｌａｗｓｏｎによる米国特許第５，０６５，７７６号明細書、Ｎｙｓｔｒｏｍら
による米国特許第５，０７６，２９６号明細書、Ｆａｒｒｉｅｒらによる米国特許第５，
０７６，２９７号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎらによる米国特許第５，０９９，８６１号明
細書、Ｄｒｅｗｅｔｔらによる米国特許第５，１０５，８３５号明細書、Ｂａｒｎｅｓら
による米国特許第５，１０５，８３７号明細書、Ｈａｕｓｅｒらによる米国特許第５，１
１５，８２０号明細書、Ｂｅｓｔらによる米国特許第５，１４８，８２１号明細書、Ｈａ
ｙｗａｒｄらによる米国特許第５，１５９，９４０号明細書、Ｒｉｇｇｓらによる米国特
許第５，１７８，１６７号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎらによる米国特許第５，１８３，０
６２号明細書、Ｓｈａｎｎｏｎらによる米国特許第５，２１１，６８４号明細書、Ｄｅｅ
ｖｉらによる米国特許第５，２４０，０１４号明細書、Ｎｉｃｈｏｌｓらによる米国特許
第５，２４０，０１６号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎらによる米国特許第５，３４５，９５
５号明細書、Ｒｉｇｇｓらによる米国特許第５，５５１，４５１号明細書、Ｂｅｎｓａｌ
ｅｍらによる米国特許第５，５９５，５７７号明細書、Ｂａｒｎｅｓらによる米国特許第
５，８１９，７５１号明細書、Ｍａｔｓｕｕｒａらによる米国特許第６，０８９，８５７
号明細書、Ｂｅｖｅｎらによる米国特許第６，０９５，１５２号明細書、Ｂｅｖｅｎによ
る米国特許第６，５７８，５８４号明細書、及び、Ｄｏｍｉｎｇｕｅｚによる米国特許第
６，７３０，８３２号明細書に記載されているそれらのタイプの喫煙物品を参照されたい
。これらは、参照によって本明細書に組み込まれる。さらにまた、炭素系燃料要素を使用
している、あるタイプの紙巻きタバコは、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ社
によってブランド名「Ｐｒｅｍｉｅｒ」及び「Ｅｃｌｉｐｓｅ」のもとで市販されている
。例えば、「Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ
　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔ
ｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ，Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ
　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ，１９８８」及び「Ｉｎｈａｌａｔｉｏｎ　Ｔｏ
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ｘｉｃｏｌｏｇｙ，１２：５，ｐ．１－５８，２０００」に記載されているそれらのタイ
プの紙巻きタバコを参照されたい。
【０００７】
　提案された特定の紙巻きタバコ形状のタバコ製品は、燃焼することを目的としない形態
のタバコを使用していると称されている。例えば、Ｓｕｄｏｈによる米国特許第４，８３
６，２２５号明細書、Ｋｕｒｉｙａｍａらによる米国特許第４，９７２，８５５号明細書
、及び、Ｅｄｗａｒｄｓによる米国特許第５，２９３，８８３号明細書を参照されたい。
これらは、参照によって本明細書に組み込まれる。タバコ又は加工済みタバコを化学的又
は電気的熱源から生み出される熱にさらすことによって香りを付けられた気体を発生させ
るタイプの喫煙物品等、さらに他のタイプの喫煙物品は、Ｃｈａｒｄらによる米国特許第
４，８４８，３７４号明細書、Ｂｒｏｏｋｓらによる米国特許第４，９４７，８７４号明
細書、Ｃｏｕｎｔｓらによる米国特許第５，０６０，６７１号明細書、Ｄｅｅｖｉらによ
る米国特許第５，１４６，９３４号明細書、Ｄｅｅｖｉによる米国特許第５，２２４，４
９８号明細書、Ｂａｎｅｒｊｅｅらによる米国特許第５，２８５，７９８号明細書、Ｆａ
ｒｒｉｅｒらによる米国特許第５，３５７，９８４号明細書、Ｆａｒｒｉｅｒらによる米
国特許第５，５９３，７９２号明細書、Ｃｏｕｎｔｓによる米国特許第５，３６９，７２
３号明細書、Ｃｏｕｎｔｓらによる米国特許第５，６９２，５２５号明細書、Ｃｏｌｌｉ
ｎｓらによる米国特許第５，８６５，１８５号明細書、Ａｄａｍｓらによる米国特許第５
，８７８，７５２号明細書、Ｄｅｅｖｉらによる米国特許第５，８８０，４３９号明細書
、Ｂａｇｇｅｔｔらによる米国特許第５，９１５，３８７号明細書、Ｗａｔｋｉｎｓらに
よる米国特許第５，９３４，２８９号明細書、Ｄｅｅｖｉらによる米国特許第６，０３３
，６２３号明細書、Ａｄａｍｓらによる米国特許第６，０５３，１７６号明細書、Ｗｈｉ
ｔｅによる米国特許第６，１６４，２８７号明細書、Ｆｏｕｒｎｉｅｒらによる米国特許
第６，２８９，８９８号明細書、Ｆｏｕｒｎｉｅｒらによる米国特許第６，６１５，８４
０号明細書、並びに、Ｌｉらによる米国特許出願公開第２００３／０１３１８５９号明細
書、Ｂａｎｅｒｊｅｅらによる米国特許出願公開第２００５／００１６５４９号明細書、
及び、Ｈｅａｒｎらによる米国特許出願公開第２００６／０１８５６８７号明細書に記載
されている。これらそれぞれは、参照によって本明細書に組み込まれる。熱を発生させる
ために電気エネルギを使用した喫煙物品の１つのタイプは、Ｐｈｉｌｉｐ　Ｍｏｒｒｉｓ
社によってブランド名「Ａｃｃｏｒｄ」のもとで市販されている。
【０００８】
　香料及び／又はニコチンを有する又は含むもの等、気体、噴霧又はエアロゾルを供給す
るためのある試みがなされている。例えば、Ｖｉｒａｇによる米国特許第４，１９０，０
４６号明細書、Ｒａｙによる米国特許第４，２８４，０８９号明細書、Ｊａｃｏｂｓによ
る米国特許第４，６３５，６５１号明細書、Ｇｅｒｔｈらによる米国特許第４，７３５，
２１７号明細書、Ｒａｙらによる米国特許第４，８００，９０３号明細書、Ｉｎｇｅｂｒ
ｅｔｈｓｅｎらによる米国特許第５，３８８，５７４号明細書、Ｇｒｏｓｓらによる米国
特許第５，７９９，６６３号明細書、Ａｂｈｕｌｉｍｅｎらによる米国特許第６，５３２
，９６５号明細書、及び、Ａｄｉｇａらによる米国特許第６，５９８，６０７号明細書、
並びに、Ｈｏｎによる欧州特許第１，６１８，８０３号明細書に記載されたタイプの装置
を参照されたい。これらは、参照によって本明細書に組み込まれる。また、Ｃｏｘらによ
る米国特許第７，１１７，８６７号明細書、及び、ウェブサイト「ｗｗｗ．ｅ－ｃｉｇ．
ｃｏｍ」に記載されている装置も参照されたい。これらは、参照によって本明細書に組み
込まれる。
【０００９】
　タバコの香りがする気体又はタバコの香りがする可視エアロゾルを作り出すために、タ
バコの代用材料を使用する喫煙物品、及び、タバコ切断フィラーの燃焼以外の熱源を使用
する喫煙物品は、広範囲にわたる商業的成功を得ていなかった。したがって、かなりの量
のタバコを燃焼させる必要なしにタバコを使用して楽しむ能力を喫煙者に提供する喫煙物
品を提供することは非常に望ましい。特に、多量の不完全燃焼及び熱分解製品を必然的に
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供給することなく従来のタバコ喫煙の利益及び利点の多くを喫煙者に提供する能力を有す
る、紙巻きタバコ、葉巻、又は、パイプの全般的な外見を有する物品等、タバコを収容す
る喫煙物品を提供することは非常に望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、そのような喫煙物品を使用してタバコの楽しみを提供するための様式及び方
法と同様に、タバコの楽しみを提供するための喫煙物品に関する。すなわち、本発明は、
タバコに由来する又はタバコによって提供される成分を含むエアロゾルを生み出す物品に
関する。望ましい物品は、タバコの燃焼結果として必ずしも生み出されるわけではないエ
アロゾルを生み出すが、むしろ、タバコ又はタバコと接触する材料の加熱の結果として、
タバコに由来する又はタバコによって提供される成分を含むエアロゾルを生み出す。望ま
しい物品は、事実上「煙のよう」であって、タバコを燃焼させるそれらのタイプの喫煙物
品に関連する多くの官能特性を有する、可視エアロゾルを生み出す。その結果、本発明は
、物品が使用される期間中、タバコ又は他の構成材料のいかなる強制的な燃焼も受けるこ
となくエアロゾルを生み出すタバコの喫煙物品に関する。したがって、本発明は、喫煙物
品、特に、ある形態のタバコを組み込む喫煙物品に関する。特に興味深いのは、一般に、
ロッド状の喫煙物品（例えば、紙巻きタバコ、シガリロ、又は、葉巻）、又は、他の従来
のタイプの喫煙製品（例えばパイプ）と同等の形状を有する喫煙物品である。
【００１１】
　本発明の望ましい喫煙物品は、喫煙する場合に、香味豊かであって満足されるように特
徴付けられることができる主流エアロゾルを提供することができる。ある形態のタバコの
熱作用により、少なくとも部分的に、望ましい紙巻きタバコが主流エアロゾルを発生させ
ることから、非常に望ましい紙巻きタバコは、タバコ切断フィラーを燃焼させる一般的な
紙巻きタバコの特定の香味、感覚、及び、満足感を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　１つの実施形態において、本発明は、紙巻きタバコを、その紙巻きタバコ用のホルダと
して作用する電動のエアロゾル発生装置と連結することによって喫煙する紙巻きタバコに
関する。紙巻きタバコは、少なくとも１つのタバコの形状を有し、そのタバコは、包み紙
で包まれる。必要に応じて、タバコの様々な形態又はタバコが含む成分の様々な形態は、
紙巻きタバコ内の特定の位置に配置されることができる。紙巻きタバコはまた、エアロゾ
ル形成材料を含み、そのエアロゾル形成材料は、タバコに加えて使用される含有物であり
得る。紙巻きタバコはまた、望ましくはその紙巻きタバコの成分に対する熱作用によって
少なくとも部分的に発生した可視エアロゾルの形態の、タバコの成分、タバコに由来する
成分、又は、他の成分を吸い込むために喫煙者によって使用される吸い口片を有すること
ができる。代表的な装置は、電力源（例えばバッテリ）と、少なくとも吸い込み中に装置
の特定の要素（例えば電気抵抗発熱体）に選択的に給電可能なセンサを含む制御機構と、
タバコの成分を含む熱的に発生したエアロゾルを形成する少なくとも１つの加熱装置（例
えば電気抵抗加熱部）とを有する。使用中に、紙巻きタバコが喫煙物品の外側ハウジング
内に配置され、使用後に、使用済みの紙巻きタバコは、喫煙物品から除去される。必要に
応じて、他の紙巻きタバコが、さらなる使用のために装置内に配置される。
【００１３】
　他の実施形態において、本発明は、タバコを、電動のエアロゾル発生装置内に組み込む
ことによって喫煙する喫煙物品に関する。少なくとも１つのタバコの形状は、紙巻きタバ
コ内の１つ以上の特定の位置に配置されることができる。エアロゾル形成材料は、タバコ
に加えて使用される。吸い口片は、喫煙物品の要素に対する熱作用によって発生したタバ
コの成分を吸い込むように喫煙者によって使用される。代表的な喫煙物品は、電力源（例
えばバッテリ）と、少なくとも吸い込み中に装置の特定の要素（例えば電気抵抗発熱体）
に選択的に給電可能なセンサを含む制御機構と、タバコの成分を含む熱的に発生したエア
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ロゾルを形成する少なくとも１つの加熱装置（例えば電気抵抗加熱部）とを有する。使用
中に、ある形態のタバコを収容するカートリッジが喫煙物品内に配置され、使用後に、使
用済みのカートリッジは、装置の外側ハウジングから除去される。必要に応じて、他のカ
ートリッジが、さらなる使用のために装置内に配置される。
【００１４】
　１つの望ましい実施形態において、タバコを収容する、電動の喫煙物品であって、
　（ａ）喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出のために構成された開口を備える吸い口
と、喫煙物品内への空気の取り入れのために構成された開口を備える、吸い口に対する遠
位端とを有する外側ハウジングと、
　（ｂ）喫煙物品に流入する空気が電力源を通過するように、外側ハウジング内であって
外側ハウジングの遠位端における開口の下流に動作可能に配置された電力源と、
　（ｃ）前記電力源によって給電され、外側ハウジングの遠位端における開口を介して吸
い込まれた空気を加熱するように動作可能に配置された外側ハウジング内の第１の電気抵
抗発熱体と、
　（ｄ）外側ハウジング内に配置されたタバコ材料と、
　（ｅ）空気がタバコ材料及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれることがで
きるように、前記タバコ材料と流体的に連通している外側ハウジング内に配置されたエア
ロゾル形成材料と、
　（ｆ）前記電力源によって給電され、エアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱するよ
うに動作可能に配置された外側ハウジング内の第２の電気抵抗発熱体と、
　（ｇ）喫煙物品におけるユーザによる吸い込みを検知するように構成されたセンサを備
え、吸い込み中に、前記第１及び第２の電気抵抗発熱体のうちの少なくとも１つを流れる
電流を調整するように構成された煙吹かし作動コントローラ（ｐｕｆｆ－ａｃｔｕａｔｅ
ｄ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）とを備える、喫煙物品が提供される。
【００１５】
　エアロゾル形成材料及びタバコは、外側ハウジング内のカートリッジ内に配置されるこ
とができ、カートリッジは、カートリッジ内に発生したエアロゾルが最初に第２の電気抵
抗発熱体の方向に流れるように、第２の電気抵抗発熱体に面した開口を有する。タバコ材
料を収容するカートリッジ及びエアロゾル形成材料は、第２の抵抗発熱体と外側ハウジン
グの吸い口との間に配置されることができ、カートリッジ内に発生したエアロゾルは、最
初に第２の電気抵抗発熱体の方向に流れ、その後に外側ハウジングの吸い口の方に流れる
。
【００１６】
　さらなる１つの実施形態において、タバコ材料は、外包材によって囲まれて第２の抵抗
発熱体と外側ハウジングの吸い口との間に配置されたタバコロッドの形態である。外包材
によって囲まれたエアロゾル発生材料を備えるカートリッジは、タバコロッドと第２の抵
抗発熱体との間に配置されることができる。望ましくは、フィルタ要素は、外側ハウジン
グの吸い口に最も近いタバコロッドの端部に取り付けられている。
【００１７】
　喫煙物品は、ある実施形態において、電力源によって給電され、タバコロッドを加熱す
るように動作可能に配置された第３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに含んでもよ
い。例えば、第３の発熱体は、タバコロッドの全て又は一部を囲む管状発熱体であり得る
。第３の発熱体がある場合、この発熱体を流れる電流はまた、煙吹かし作動コントローラ
によって選択的に制御及び調整されることができる。
【００１８】
　さらに他の望ましい実施形態において、タバコを収容する、電動の喫煙物品であって、
　（ａ）喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出のために構成された開口を備える吸い口
と、喫煙物品内への空気の取り入れ（ｉｎｔａｋｅ）のために構成された開口を備える、
吸い口に対する遠位端とを有する外側ハウジングと、
　（ｂ）喫煙物品に流入する空気が電力源を通過するように、外側ハウジング内であって
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外側ハウジングの遠位端における開口の下流に動作可能に配置された電力源と、
　（ｃ）前記電力源によって給電され、外側ハウジングの遠位端における開口を介して吸
い込まれた空気を加熱するように動作可能に配置された外側ハウジング内の第１の電気抵
抗発熱体と、
　（ｄ）（ロッドが喫煙物品内で置き換えられることができるように、望ましくは着脱可
能であり）外側ハウジング内にあり、包み紙によって囲まれてフィルタ要素に隣接してい
るタバコロッドを備える、第２の抵抗発熱体の下流に配置された紙巻きタバコロッドと、
　（ｅ）空気が紙巻きタバコロッド及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれる
ことができるように、前記紙巻きタバコロッドと流体的に連通している外側ハウジング内
に配置されたエアロゾル形成材料と、
　（ｆ）前記電力源によって給電され、エアロゾル形成材料及びタバコロッドを加熱する
ように動作可能に配置された外側ハウジング内の第２の電気抵抗発熱体と、
　（ｇ）喫煙物品におけるユーザによる吸い込みを検知するように構成されたセンサを備
え、吸い込み中に、前記第１及び第２の電気抵抗発熱体のうちの少なくとも１つを流れる
電流を調整するように構成された煙吹かし作動コントローラとを備える、喫煙物品が提供
される。
【００１９】
　エアロゾル発生材料は、タバコロッドにおいてタバコと密接に接触していてもよく、又
は、喫煙物品は、外包材によって囲まれたエアロゾル発生材料を備え且つタバコロッドと
第２の抵抗発熱体との間に配置されたカートリッジをさらに含んでもよい。この実施形態
においても、装置は、前記電力源によって給電され、タバコロッドを加熱するように動作
可能に配置された第３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに含んでもよい。
【００２０】
　さらなる実施形態において、本発明は、タバコを収容する、電動の喫煙物品であって、
　（ａ）喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出のために構成された開口を備える吸い口
と、喫煙物品内への空気の取り入れのために構成された開口を備える、吸い口に対する遠
位端とを有する外側ハウジングと、
　（ｂ）マウスピースであって、該マウスピースを通って空気が外側ハウジングの吸い口
から吸い込まれることができ、且つ外側ハウジングに着脱自在に取り付けられた、マウス
ピースと、
　（ｃ）喫煙物品に流入する空気が電力源を通過するように、外側ハウジング内であって
外側ハウジングの遠位端における開口の下流に動作可能に配置された電力源と、
　（ｄ）前記電力源によって給電され、外側ハウジングの遠位端における開口を介して吸
い込まれた空気を加熱するように動作可能に配置された外側ハウジング内の第１の電気抵
抗発熱体と、
　（ｅ）空気がタバコ材料及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれることがで
きるように、タバコ材料及びタバコ材料と流体的に連通しているエアロゾル形成材料を備
える外側ハウジング内の着脱可能な搬送装置と、
　（ｆ）前記電力源によって給電され、エアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱するよ
うに動作可能に配置された外側ハウジング内の第２の電気抵抗発熱体と、
　（ｇ）喫煙物品におけるユーザによる吸い込みを検知するように構成されたセンサを備
え、吸い込み中に、前記第１及び第２の電気抵抗発熱体のうちの少なくとも１つを流れる
電流を調整するように構成された煙吹かし作動コントローラとを備える、喫煙物品を提供
する。
【００２１】
　典型的な着脱可能な搬送装置は、上述したような紙巻きタバコロッドであり、紙巻きタ
バコは、包み紙によって囲まれてフィルタ要素に隣接しているタバコロッドを備え、紙巻
きタバコロッドは、第２の抵抗発熱体と着脱可能なマウスピースとの間に配置されている
。着脱可能な搬送装置の他の例は、上述したようなエアロゾル形成材料及びタバコ材料を
囲んでいる着脱可能なカートリッジであり、カートリッジは、カートリッジ内に発生した
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エアロゾルが最初に第２の電気抵抗発熱体の方向に流れるように、第２の電気抵抗発熱体
に面した開口を有する。着脱可能な搬送装置は、電力源によって給電される外側ハウジン
グ内の第３の抵抗発熱体によって加熱されることができる。
【００２２】
　上述した実施形態のいずれかにおいて、タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部
は、エアロゾル形成材料との密接に接触することができるタバコ切断フィラーの形態であ
り得る。ある実施形態において、タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部は、抽出
物の形態である。任意の実施形態において、タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一
部及びエアロゾル形成材料は、よく混じった混合物の形態であり得る。又は、２つの要素
は、紙巻きタバコロッド又はカートリッジ内の分離された隣接する領域等、喫煙物品内で
分離されて配置されてもよい。典型的なエアロゾル形成材料としては、グリセリン、プロ
ピレングリコール、及び、その混合物が挙げられる。
【００２３】
　本発明の実施形態の理解を支援するために、必ずしも縮尺どおりには描かれていない添
付された図面がここで参照される。図面は、例示にすぎず、本発明を限定するものとして
解釈されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】電動のタバコを収容する喫煙物品の実施形態の長手方向の断面図である。
【図２】電動のタバコを収容する喫煙物品の実施形態の長手方向の断面図である。
【図３】電動のタバコを収容する喫煙物品の実施形態の長手方向の断面図である。
【図４】喫煙物品用の電子回路の代表的な概略図である。
【図５】喫煙物品用の電子回路の代表的な概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明は、添付図面を参照して、以下により十分に記載される。本発明は、多くの異な
る形態において具体化されることができ、本明細書において記載される実施形態に限定さ
れるものとして解釈されるべきではなく、むしろ、この開示が適用可能な法定要件を満足
するように、これらの実施形態は提供される。同じ符号は、全体にわたって同じ要素を表
す。
【００２６】
　本発明の喫煙物品は、タバコを組み込んでいる。タバコの種類は変更可能である。１種
類のタバコが使用されることができ、又は、様々な種類のタバコの組み合わせや混合物が
使用されることができる。さらにまた、異なる種類のタバコ、又は、異なる配合のタバコ
が、喫煙物品内の異なる位置において使用されることができる。
【００２７】
　使用されるタバコとしては、熱風乾燥タバコ、バーレー種タバコ、オリエンタルタバコ
、メリーランドタバコ、ダークタバコ、火力乾燥タバコ、及び、ラスティカタバコと、他
の稀少な又は特殊なタバコ等や、それらの混合物を挙げることができ、又は、それらから
得られることができる。例えば、Ｄｏｍｉｎｇｕｅｚらによる米国特許第６，７３０，８
３２号明細書、Ｌａｗｓｏｎらによる米国特許第７，０２５，０６６号明細書、及び、２
００６年６月３０日に出願されたＳｔｅｂｂｉｎｓらによる米国特許出願第６０／８１８
，１９８号明細書に記載されたタイプのタバコを参照されたい。これらそれぞれは、参照
によって本明細書に組み込まれる。様々なタイプのタバコの説明、栽培実務、収穫実務、
及び、保存実務は、「Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａ
ｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｄａｖｉｓら（共編），１９９９」に記載されている。最
も望ましくは、使用されるタバコは、適切に保存されて熟成される。熱風乾燥タバコの保
存に特に望ましい技術及び状態は、Ｎｅｓｔｏｒらによる「Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａ
ｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．，２０，４６７－４７５，２００３」及びＰｅｅｌｅによる米
国特許第６，８９５，９７４号明細書に記載されている。これらは、参照によって本明細
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書に組み込まれる。空気乾燥タバコの代表的な技術及び状態は、Ｒｏｔｏｎらによる「Ｂ
ｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．，２１，３０５－３２０，２００５
」及びＳｔａａｆらによる「Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．，２
１，３２１－３３０，２００５」に記載されている。
【００２８】
　喫煙物品内に組み込まれるタバコは、様々な形態で使用されることができ、様々な形態
のタバコの組み合わせが使用されることができたり、異なる形態のタバコが喫煙物品内の
異なる位置において使用されることができたりする。例えば、タバコは、薄層又は柄状の
切断片又は細断片の形態、加工済み形態（例えば、切断フィラーの形態に細断された再構
成タバコシートの片等の再構成タバコシート、タバコ成分を含むフィルム、押し出し成型
されたタバコの一部又は片、体積が膨張された切断フィラー等の膨張タバコ薄層、大きさ
及び全般的外見において切断フィラーと同等な加工済みタバコ柄の片、粒状タバコ、発泡
タバコ材料、圧縮若しくはペレット化されたタバコ等）、微細に分割されたタバコの片（
例えば、タバコ微粉、タバコ粉末、造粒タバコ粉末等）として、又は、タバコ抽出物の形
態で使用されることができる。例えば、２００５年８月１日に出願されたＣａｎｔｒｅｌ
ｌらによる米国特許出願第１１／１９４，２１５号明細書、及び、２００６年３月１６日
に出願されたＣｒｏｏｋｓらによる米国特許出願第１１／３７７，６３０号明細書を参照
されたい。これらは、参照によって本明細書に組み込まれる。
【００２９】
　喫煙物品は、薄層状及び／又は柄状の形態のタバコを使用することができる。このよう
に、タバコは、紙巻きタバコ等のタバコ製品の製造に従来から使用されているものと多く
の点において事実上同一である形態及び方法で使用されることができる。従来、タバコの
薄層及び柄の切断片又は細断片は、紙巻きタバコ製造用のいわゆる「切断フィラー」とし
て使用されてきた。水抽出された柄の片もまた使用されることができる。このように、そ
のような形態のタバコは、喫煙物品内で主要大部分を占めている。切断フィラーとして使
用されるタバコの保存、柄の切断、熟成、湿潤、切断、並び替え、及び、取り扱いに関す
る方式及び方法は、タバコ製品の製造の分野における当業者にとって明らかなはずである
。
【００３０】
　喫煙物品内に組み込まれうる加工済みタバコは変更可能である。成型及び製紙技術を含
む再構成タバコシートを形成するための典型的な方式及び方法は、Ｋｅｒｉｔｓｉｓらに
よる米国特許第４，６７４，５１９号明細書、Ｃｌａｐｐらによる米国特許第４，９４１
，４８４号明細書、Ｙｏｕｎｇらによる米国特許第４，９８７，９０６号明細書、Ｋｉｅ
ｒｎａｎらによる米国特許第４，９７２，８５４号明細書、Ｙｏｕｎｇらによる米国特許
第５，０９９，８６４号明細書、Ｓｏｈｎらによる米国特許第５，１４３，０９７号明細
書、Ｂｒｉｎｋｌｅｙらによる米国特許第５，１５９，９４２号明細書、Ｂｒｉｎｋｌｅ
ｙらによる米国特許第５，３２２，０７６号明細書、Ｙｏｕｎｇらによる米国特許第５，
３３９，８３８号明細書、Ｌｉｔｚｉｎｇｅｒらによる米国特許第５，３７７，６９８号
明細書、Ｙｏｕｎｇによる米国特許第５，５０１，２３７号明細書、Ｋｕｍａｒによる米
国特許第６，２１６，７０７号明細書に記載されている。これらそれぞれは、参照によっ
て本明細書に組み込まれる。押し出し成型された形態の加工済みタバコを形成するための
典型的な方式及び方法は、Ｔｏｆｔらによる米国特許第４，８２１，７４９号明細書、Ｇ
ｒａｖｅｓ，Ｊｒ．らによる米国特許第４，８８０，０１８号明細書、Ｌｕｋｅらによる
米国特許第５，０７２，７４４号明細書、Ｔａｍｏｌらによる米国特許第４，８７４，０
００号明細書、Ｈｅｍｓｌｅｙによる米国特許第５，５５１，４５０号明細書、Ｃｈｏら
による米国特許第５，６４９，５５２号明細書、Ｗｈｉｔｅによる米国特許第５，８２９
，４５３号明細書、Ｎｅｖｅｔｔらによる米国特許第６，１２５，８５５号明細書、及び
、Ｗｈｉｔｅによる米国特許第６，１８２，６７０号明細書に記載されている。これらそ
れぞれは、参照によって本明細書に組み込まれる。押し出し成型されたタバコ材料は、筒
状、ストランド状、又は、円盤状等の形態を有することができる。典型的な膨張タバコ（
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例えば膨化タバコ）は、ｄｅ　ｌａ　Ｂｕｒｄｅらによる米国再発行特許第３２，０１３
号明細書、Ａｒｍｓｔｒｏｎｇらによる米国特許第３，７７１，５３３号明細書、Ｚｉｅ
ｈｎによる米国特許第４，５７７，６４６号明細書、Ｗｈｉｔｅによる米国特許第４，９
６２，７７３号明細書、Ｊｏｈｎｓｏｎらによる米国特許第５，０９５，９２２号明細書
、Ｓｔｅｉｎｂｅｒｇによる米国特許第５，１４３，０９６号明細書、Ｚａｍｂｅｌｌｉ
による米国特許第５，１７２，７０７号明細書、Ｂｒｏｗｎらによる米国特許第５，２４
９，５８８号明細書、Ｃｏｎｒａｄによる米国特許第５，６８７，７４８号明細書、及び
、Ｐｏｉｎｄｅｘｔｅｒによる米国特許第５，９０８，０３２号明細書、並びに、Ｐｏｉ
ｎｄｅｘｔｅｒらによる米国特許出願公開第２００４／０１８２４０４号明細書に記載さ
れたタイプの技術を使用して形成されることができる。これらそれぞれは、参照によって
本明細書に組み込まれる。１つの特に望ましいタイプの膨張タバコは、ドライアイス膨張
タバコ（ｄｒｙ　ｉｃｅ　ｅｘｐａｎｄｅｄ　ｔｏｂａｃｃｏ；ＤＩＥＴ）である。典型
的な加工済みタバコ柄の形態としては、切断巻き柄、切断巻き膨張柄、切断膨化柄、及び
、細断スチーム膨張柄が挙げられる。加工済みタバコ柄を形成するための典型的な方式及
び方法は、Ｋｉｔｅによる米国特許第４，１９５，６４６号明細書、及び、Ｈｏｎｅｙｃ
ｕｔｔらによる米国特許第５，８７３，３７２号明細書に記載されている。これらそれぞ
れは、参照によって本明細書に組み込まれる。タバコ微粉を使用する方式及び方法は、Ｋ
ｅｒｉｔｓｉｓらによる米国特許第４，３４１，２２８号明細書、Ｖｏｓらによる米国特
許第４，６１１，６０８号明細書、Ｇｅｌｌａｔｌｙによる米国特許第４，７０６，６９
２号明細書、及び、Ｇｅｌｌａｔｌｙらによる米国特許第５，７２４，９９８号明細書に
記載されている。これらそれぞれは、参照によって本明細書に組み込まれる。さらに他の
タイプの加工済みタバコは、ＭｃＧｒａｔｈらによる米国特許出願公開第２００６／０１
６２７３３号明細書に記載されたタイプからなる。
【００３１】
　タバコは、混合された形態で使用されることができる。一般に、様々なタイプ及び形態
のタバコの混合物は、混合された切断フィラー状に形成される。例えば、「Ａｍｅｒｉｃ
ａｎ　ｂｌｅｎｄｓ」と通常称される紙巻きタバコ製造用の一般的なあるタバコ混合物は
、熱風乾燥タバコ、バーレー種タバコ、及び、オリエンタルタバコの切断又は細断された
片の混合物を含み、そのような混合物はまた、多くの場合において、加工済みタバコ柄、
体積膨張タバコ、及び／又は、再構成タバコ等の加工済みタバコの片を含む。特定の喫煙
物品の製造に使用されるタバコ混合物における各タイプ又は形態のタバコの正確な量は、
所望の官能特性（例えば香味及び芳香）等の要因に応じて変更可能であり、設計上の選択
の問題である。例えば、「Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ，Ｖｏｇｅｓ　（
編），ｐ．４４－４５，１９８４」、「Ｂｒｏｗｎｅ，Ｔｈｅ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｏｆ　Ｃ
ｉｇａｒｅｔｔｅｓ，３ｒｄ　Ｅｄ．，ｐ．４３，１９９０」、及び、「Ｔｏｂａｃｃｏ
　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｄａｖ
ｉｓら（共編），ｐ．３４６，１９９９」に記載されたタイプのタバコ混合物を参照され
たい。また、Ｌａｗｓｏｎらによる米国特許第４，８３６，２２４号明細書、Ｐｅｒｆｅ
ｔｔｉらによる米国特許第４，９２４，８８８号明細書、Ｂｒｏｗｎらによる米国特許第
５，０５６，５３７号明細書、及び、Ｇｅｎｔｒｙによる米国特許第５，２２０，９３０
号明細書、Ｐｅｒｆｅｔｔｉらによる米国特許出願公開第２００４／０２５５９６５号明
細書、及び、Ｎｅｓｔｏｒらによる米国特許出願公開第２００５／００６６９８６号明細
書、Ｂｅｒｅｍａｎによる国際公開第０２／３７９９０号パンフレット、及び、Ｂｏｍｂ
ｉｃｋらによる「Ｆｕｎｄ．Ａｐｐｌ．Ｔｏｘｉｃｏｌ，３９，ｐ．１１－１７，１９９
７」に記載された代表的なタイプのタバコ混合物を参照されたい。これらそれぞれは、参
照によって本明細書に組み込まれる。
【００３２】
　特定の加工済みタバコは、タバコ以外の含有物を含むことができる。しかしながら、加
工済みタバコは、その加工済みタバコの乾燥重量に基づいて、ある形態のタバコの大部分
から構成されるのが望ましい。すなわち、それらの加工済みタバコの乾燥重量の大部分、
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及び、（材料の混合物、又は、加工済みタバコに加えられるか若しくはその内部に含まれ
る添加物を有する材料を含む）それらの加工済みタバコを含む混合物の重量の大部分は、
ある形態のタバコによって形成される。例えば、それらの材料は、少量の非タバコフィラ
ー材料（例えば、炭酸カルシウム粒子、海綿状若しくは吸収性材料、炭素粒子及び黒鉛繊
維を含む炭素質材料、穀物、又は、木材パルプ）、及び／又は、結合剤（例えば、グァー
ガム、アルギン酸ナトリウム、又は、アルギン酸アンモニウム）を含む加工済みタバコと
することができ、及び／又は、それらの材料の混合物は、タバコ代用品や増量剤を含むこ
とができる。典型的なタイプのタバコ代用品又は増量剤は、２００６年７月１９日に出願
されたＦａｇｇらによる米国特許出願第１１／４８９，３３４号明細書に記載されている
。これは、参照によって本明細書に組み込まれる。上述した材料、及び、それらの材料を
含む混合物は、往々にして、タバコの総合重量に基づく乾燥重量ベースで、約７０パーセ
ントよりも多いタバコ、大抵は約８０パーセントよりも多いタバコ、通常は約９０パーセ
ントよりも多いタバコと、非タバコフィラー材料と、非タバコ代用品又は増量剤とを含む
。しかしながら、それらの加工済みタバコはまた、事実上全てをタバコから作ることがで
き、任意の非タバコフィラー、代用品、又は、増量剤を含まずともよい。
【００３３】
　タバコは、タバコ製品の製造に従来から使用されているタイプのタバコ添加物を用いて
処理されることができる。それらの添加物は、葉巻、紙巻きタバコ、パイプ等の製造に使
用されるタバコの香味及び芳香を高めるために使用されるタイプの材料を含むことができ
る。例えば、それらの添加物は、様々な紙巻きタバコのケーシング及び／又は最上層要素
を含むことができる。例えば、Ｗｏｃｈｎｏｗｓｋｉによる米国特許第３，４１９，０１
５号明細書、Ｂｅｒｎｄｔらによる米国特許第４，０５４，１４５号明細書、Ｂｕｒｃｈ
ａｍ，Ｊｒ．らによる米国特許第４，８８７，６１９号明細書、Ｗａｔｓｏｎによる米国
特許第５，０２２，４１６号明細書、Ｓｔｒａｎｇらによる米国特許第５，１０３，８４
２号明細書、及び、Ｍａｒｔｉｎによる米国特許第５，７１１，３２０号明細書を参照さ
れたい。望ましいケーシング材料は、水、砂糖、及び、シロップ（例えば、スクロース、
グルコース、及び、ブドウ糖果糖液糖）、保湿剤（例えばグリセリン又はプロピレングリ
コール）、及び、香料（例えばココア及び甘草）を含む。それらの付加的要素はまた、最
上層材料（例えばメンソール等の香料材料）も含む。例えば、Ｍａｙｓらによる米国特許
第４，４４９，５４１号明細書を参照されたい。添加物はまた、Ｌｅｔｔａｕによる米国
特許第４，９９５，４０５号明細書に記載されたタイプの装置、又は、Ｋｏｈｌ　Ｍａｓ
ｃｈｉｎｅｎｂａｕ　ＧｍｂＨ社から入手できるメンソール塗布システム（ＭＡＳ）とし
て利用可能なものを使用するタバコに添加されることができる。特定のケーシング及び最
上層要素の選択は、所望の官能特性等の要因によって決まり、それらの要素の選択及び使
用は、紙巻きタバコの設計及び製造の分野における当業者にとって容易に明らかなはずで
ある。Ｇｕｔｃｈｏによる「Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｆｌａｖｏｒｉｎｇ　Ｓｕｂｓｔａｎｃｅ
ｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｎｏｙｅｓ　Ｄａｔａ　Ｃｏｒｐ．，１９７２」、及び、
Ｌｅｆｆｉｎｇｗｅｌｌらによる「Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｆｌａｖｏｒｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｓｍ
ｏｋｉｎｇ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，１９７２」を参照されたい。タバコはまた、例えば、ア
ンモニア又は水酸化アンモニウムを用いて処理されてもよく、そうでなければ、（例えば
、リン酸二アンモニウム等のアンモニア塩を添加することによって）アンモニアを含むよ
うに処理されてもよい。望ましくは、喫煙に適したタバコ内に任意に含まれるアンモニア
の量は、タバコの乾燥重量ベースで、約５パーセント未満であり、通常は約１パーセント
から約３パーセントである。
【００３４】
　タバコは、切断フィラー形態以外の形態における喫煙物品に組み込まれることができる
。例えば、タバコ葉、及び／又は、再構成タバコシートは、葉巻の形態を有するタバコを
収容する要素用の外包材、又は、二重包装紙巻きタバコロッドの内包材として使用される
ことができる。あるいは、特定のタイプの再構成タバコ等の加工済みタバコは、長手方向
に延在するストランドとして使用されることができる。例えば、Ｒａｋｅｒによる米国特
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許第５，０２５，８１４号明細書に記載されたタイプの構成を参照されたい。これは、参
照によって本明細書に組み込まれる。さらに、特定のタイプの再構成タバコシートは、所
望の構成に形成されたり、巻かれたり、又は、寄せ集められたりすることができる。さら
に、成型、圧縮、又は、押し出し成型された、所望の形状（例えば、ストランド状、管状
、筒状、ペレット状等）に形成されたタバコを含む材料のセグメント又は片は、エアロゾ
ル供給物品内に含まれることができる。例えば、Ｓｕｄｏｈによる米国特許第４，８３６
，２２５号明細書、Ｗｈｉｔｅによる米国特許第４，８９３，６３９号明細書、Ｋｕｒｉ
ｙａｍａらによる米国特許第４，９７２，８５５号明細書、及び、Ｅｄｗａｒｄｓによる
米国特許第５，２９３，８８３号明細書を参照されたい。これらそれぞれは、参照によっ
て本明細書に組み込まれる。必要に応じて、微細に粉砕されたタバコ又はタバコ微粉は、
押し出し形成や再構成タバコシート等の他のタイプの加工済みタバコ内に含まれることが
できる。さらにまた、微細に粉砕されたタバコ又はタバコ微粉は、薄膜やスクリーン等の
基材上に含まれることができる。必要に応じて、タバコの少なくとも一部は、喫煙物品内
における使用前に熱処理されることができる（例えば、タバコが加熱された後に収集され
た、高温乾燥され、炙られ、予熱分解され、濃縮された揮発物や、濃縮されたタバコの喫
煙成分等の形態を有することができる）。
【００３５】
　喫煙物品に組み込まれたタバコの少なくとも一部は、タバコ抽出物の形態で形成される
ことができる。本明細書において使用されているように、用語「タバコ抽出物」は、タバ
コ抽出処理条件及び技術を使用してタバコから分離され、除去され、又は、得られた成分
を意味する。一般に、タバコ抽出物は、水性溶媒（例えば水）又は有機溶媒（例えば、エ
タノール若しくはヘキサン等のアルカン等のアルコール）等の溶媒を用いて得られる。こ
のように、抽出されたタバコ成分は、タバコから除去され、非抽出タバコ成分から分離さ
れ、溶媒内に存在している抽出されたタバコ成分に関して、（ｉ）抽出されたタバコ成分
から溶媒が除去されることができ、又は、（ｉｉ）抽出されたタバコ成分及び溶媒の混合
物は、このようにして使用されることができる。例えば、タバコは、溶媒としての水を使
用した抽出条件にさらされることができ、そして、得られたタバコの水性抽出物は、不水
溶性パルプから分離され、その後、（ｉ）水中のタバコ水性抽出物の混合物は、このよう
にして使用されることができ、又は、（ｉｉ）多量の水は、粉末状のタバコ抽出物を形成
するために、（例えば、噴霧乾燥又は凍結乾燥技術を使用して）抽出されたタバコ成分か
ら除去されることができる。望ましいタバコ抽出物は、タバコから分離され、除去され、
又は、得られた多数の成分を含み、単一成分に対して非常に選択的であるタバコ抽出処理
条件を使用して得られない（例えば、望ましい抽出物は、高ニコチン含有抽出物、又は、
比較的純粋なニコチン組成物として特徴付けられることができる抽出物ではない）。この
ように、典型的な望ましいタバコ抽出物は、除去された溶媒を有する全抽出物重量に基づ
いて（例えば溶媒が水である場合には乾燥重量ベースで）、４５パーセント未満のニコチ
ン、大抵は３５パーセント未満のニコチン、往々にして２５パーセント未満のニコチンを
有する。さらに、非常に望ましいタバコ抽出物は、非常に香りが良好で香味豊かであり、
したがって、それらの抽出物を含む喫煙物品によって生み出されるエアロゾルに所望の官
能特性を導入する。典型的なタイプのタバコ抽出物、タバコエキス、溶媒、タバコ抽出物
処理条件及び技術、並びに、タバコ抽出物の収集及び隔離の手順は、Ｓｃｈａｃｈｎｅｒ
による豪州特許第２７６，２５０号明細書、Ｍｅｒｉｒｏによる米国特許第２，８０５，
６６９号明細書、Ｇｒｅｅｎらによる米国特許第３，３１６，９１９号明細書、Ｔｕｇｈ
ａｎによる米国特許第３，３９８，７５４号明細書、Ｒｏｏｋｅｒによる米国特許第３，
４２４，１７１号明細書、Ｌｕｔｔｉｃｈによる米国特許第３，４７６，１１８号明細書
、Ｏｓｂｏｒｎｅによる米国特許第４，１５０，６７７号明細書、Ｋｉｔｅによる米国特
許第４，１３１，１１７号明細書、Ｍｕｌｌｅｒによる米国特許第４，５０６，６８２号
明細書、Ｒｏｂｅｒｔｓらによる米国特許第４，９８６，２８６号明細書、Ｆａｇｇによ
る米国特許第５，００５，５９３号明細書、Ｆａｇｇによる米国特許第５，０６５，７７
５号明細書、Ｗｈｉｔｅらによる米国特許第５，０６０，６６９号明細書、Ｗｈｉｔｅら
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による米国特許第５，０７４，３１９号明細書、Ｗｈｉｔｅらによる米国特許第５，０９
９，８６２号明細書、Ｗｈｉｔｅらによる米国特許第５，１２１，７５７号明細書、Ｍｕ
ｎｏｚらによる米国特許第５，１３１，４１５号明細書、Ｓｍｉｔｈらによる米国特許第
５，２３０，３５４号明細書、Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈによる米国特許第５，２３５，９９
２号明細書、Ｓｍｉｔｈによる米国特許第５，２４３，９９９号明細書、Ｒａｙｍｏｎｄ
による米国特許第５，３０１，６９４号明細書、Ｇｏｎｚａｌｅｚ－Ｐａｒｒａらによる
米国特許第５，３１８，０５０号明細書、Ｃｌａｐｐらによる米国特許第５，４３５，３
２５号明細書、及び、Ｂｒｉｎｋｌｅｙらによる米国特許第５，４４５，１６９号明細書
に記載されている。これらそれぞれは、参照によって本明細書に組み込まれる。
【００３６】
　タバコ抽出物は、一般に、基材によって担持されるか、そうでなければ、担体又は材料
内に含まれる。タバコ抽出物用の基材は、アルミナビーズ、炭素質材料の片、紙又は紙タ
イプの材料（例えば、多孔質紙の細断された又は寄せ集められた片、タバコ柄や柄部等の
タバコ材料を含む紙、吸収性炭素粒子の片を含む紙等）、タバコ薄層及び／又は柄の片、
加工済みタバコの片、合成繊維等の固体物質によって一般に形成されることができる。あ
るいは、タバコ抽出物は、溶媒、エアロゾル形成材料、香味担持剤等の一般的な液体又は
流体物質と混合されることができる。タバコ抽出物の混合物と一般的な液体又は流体物質
は、順次、一般的な固体基材材料によって担持されることができるか、又は、適切な容器
、小瓶、カートリッジ等に含まれることができる。
【００３７】
　喫煙物品内に、特に、それらの喫煙物品内の事実上全てのタバコを意図的に燃焼させる
ものではないように設計された喫煙物品内に、タバコを組み込むための様々な方式及び方
法は、Ｂｒｏｏｋｓらによる米国特許第４，９４７，８７４号明細書、Ｂａｎｅｒｊｅｅ
らによる米国特許出願公開第２００５／００１６５４９号明細書、２００５年８月１日に
出願されたＣａｎｔｒｅｌｌらによる米国特許出願第１１／１９４，２１５号明細書、及
び、２００６年３月１６日に出願されたＣｒｏｏｋｓらによる米国特許出願第１１／３７
７，６３０号明細書に記載されている。これらは、参照によって本明細書に組み込まれる
。さらに、タバコは、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ社によってブランド名
「Ｐｒｅｍｉｅｒ」及び「Ｅｃｌｉｐｓｅ」のもとで市販されている紙巻きタバコ内に含
まれている。例えば、「Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉ
ｅｓ　ｏｎ　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ
　Ｉｎｓｔｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ，Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏ
ｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ，１９８８」、及び、「Ｉｎｈａｌａ
ｔｉｏｎ　Ｔｏｘｉｃｏｌｏｇｙ，１２：５，ｐ．１－５８，２０００」に記載されたタ
イプの紙巻きタバコを参照されたい。タバコはまた、Ｐｈｉｌｉｐ　Ｍｏｒｒｉｓ社によ
ってブランド名「Ａｃｃｏｒｄ」のもとで市販されている喫煙物品内に組み込まれている
。
【００３８】
　本発明の喫煙物品は、さらに、（例えばよく混じった混合物の形態の）タバコ材料と密
接に接触することができ、又は、非タバコ基材によって担持されて（例えば装置の隣接領
域に配置されて）喫煙物品内のタバコから隔離されることができるエアロゾル発生材料を
含む。エアロゾル発生材料は、空気がタバコ及びエアロゾル発生材料の双方を介して吸い
込まれ、それにより、エアロゾル発生材料の揮発部分とタバコから得られた揮発成分とを
含むエアロゾルを発生させることができるように、タバコ材料と流体的に連通しているよ
うに配置されている。エアロゾル形成材料は変更可能であり、様々なエアロゾル形成材料
の混合物が使用可能である。代表的なタイプのエアロゾル形成材料は、Ｓｅｎｓａｂａｕ
ｇｈ，Ｊｒ．らによる米国特許第４，７９３，３６５号明細書、Ｊａｋｏｂらによる米国
特許第５，１０１，８３９号明細書、Ｂｉｇｇｓらによる国際公開第９８／５７５５６号
パンフレット、Ｈｏｎによる欧州特許第１，６１８，８０３号明細書、及び、「Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒ
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ｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒ
ｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ，Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍ
ｏｎｏｇｒａｐｈ，１９８８」に記載されている。これらは、参照によって本明細書に組
み込まれる。
【００３９】
　望ましいエアロゾル形成材料は、十分な熱の印加によって、又は、喫煙物品の要素を使
用したエアロゾル形成条件の作用を介して、可視エアロゾルを生み出す。非常に望ましい
エアロゾル形成材料は、「煙状」とみなされることができるエアロゾルを生み出す。望ま
しいエアロゾル形成材料は、燃焼するタバコによって作り出される煙の化学的特性と比較
して、化学的に単純である。望ましいエアロゾル形成材料は、ポリオールであり、典型的
な望ましいエアロゾル形成材料としては、グリセリン、プロピレングリコール、及び、そ
れらの混合物が挙げられる。必要に応じて、エアロゾル形成材料は、水等の他の液体材料
と組み合わせることができる。例えば、エアロゾル形成材料の構成は、グリセリンと水と
の混合物、又は、プロピレングリコールと水との混合物を含むことができる。典型的なエ
アロゾル形成材料としてはまた、付随する喫煙カートリッジタイプＣ１ａ、Ｃ２ａ、Ｃ３
ａ、Ｃ４ａ、Ｃ１ｂ、Ｃ２ｂ、Ｃ３ｂ、及びＣ４ｂを用いて使用されることができるブラ
ンド名Ｅ－ＣＩＧを有する電子葉巻として、米国ジョージア州アクワースのＡｔｌａｎｔ
ａ　Ｉｍｐｏｒｔｓ社を通じて入手可能な装置、及び、Ｒｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ
　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｉｐｅ及びＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅとして中国北京のＲｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手できる装置内に含まれたタイプの材料
も挙げられる。
【００４０】
　エアロゾル形成材料は、様々な方法で喫煙物品内に保持されることができる。例えば、
エアロゾル形成材料は、液体状で容器内に含まれることができ、又は、吸収性繊維材料若
しくは海綿状材料内に浸漬されることができる。典型的な吸収性材料は、ポリエチレンテ
レフタレートの繊維等の合成ポリマー材料から構成されることができる。あるいは、エア
ロゾル形成材料は、基材として作用する材料内に含まれるか、又は、その材料によって担
持されることができる。例えば、基材は、少なくとも一部において、タバコを含む材料と
することができる。典型的な基材材料、及び、典型的なエアロゾル形成材料を含む構成は
、Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈらによる米国特許第４，７９３，３６５号明細書、Ｗｈｉｔｅに
よる米国特許第４，８９３，６３９号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎらによる米国特許第５，
０９９，８６１号明細書、Ｊａｋｏｂらによる米国特許第５，１０１，８３９号明細書、
Ｇｅｎｔｒｙらによる米国特許第５，１０５，８３６号明細書、Ｂｒｉｎｋｌｅｙらによ
る米国特許第５，１５９，９４２号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎらによる米国特許第５，２
０３，３５５号明細書、Ａｒｚｏｎｉｃｏらによる米国特許第５，２７１，４１９号明細
書、Ｌｅｋｗａｕｗａらによる米国特許第５，３２７，９１７号明細書、Ｃａｓｅｙ三世
らによる米国特許第５，３９６，９１１号明細書、Ｙｏｕｎｇらによる米国特許第５，５
３３，５３０号明細書、Ｃｌｅａｒｍａｎによる米国特許第５，５８８，４４６号明細書
、Ｊａｋｏｂらによる米国特許第５，５９８，８６８号明細書、及び、Ｙｏｕｎｇらによ
る米国特許第５，７１５，８４４号明細書、並びに、Ｎｅｓｔｏｒらによる米国特許出願
公開第２００５／００６６９８６号明細書に記載されている。これらは、参照によって本
明細書に組み込まれる。また、「Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓ
ｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　
Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ，Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄ
ｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ，１９８８」を参照されたい
。典型的な基材材料は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ社によって商品名「
Ｐｒｅｍｉｅｒ」及び「Ｅｃｌｉｐｓｅ」のもとで市販されているタイプの紙巻きタバコ
内に含まれている。
【００４１】
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　基材材料は、ある形態のタバコを含むことができ、通常、大部分はタバコから構成され
、事実上全てのタバコ材料によって形成されることができる。基材材料の形態は変更可能
であるが、最も望ましくは、この材料は本質的に伝統的な紙巻きタバコ、葉巻、又は、パ
イプフィラー形態（例えば切断フィラー）で使用される。そうでない場合には、基材材料
は、所望の構成に形成されることができる。基材材料は、Ｐｒｙｏｒらによる米国特許第
４，８０７，８０９号明細書に一般に記載されたタイプの技術を用いて、寄せ集められた
ウェブ又はシートの形態で使用されることができる。基材材料は、Ｒａｋｅｒによる米国
特許第５，０２５，８１４号明細書に一般に記載されたタイプの技術を用いて、長手方向
に延在する複数のストランドに細断されたウェブ又はシートの形態で使用されることがで
きる。基材材料は、螺旋タイプの空気通路がエアロゾル発生セグメントを介して長手方向
に延在するように、緩く巻かれたシートの形態を有することができる。代表的なタイプの
基材材料を含むタバコは、複数タイプのタバコの混合物、又は、１つの主なタイプのタバ
コ（例えば、主にバーレー種タバコから構成された成型シートタイプ若しくは紙タイプの
再構成タバコ、又は、主にオリエンタルタバコから構成された成型シートタイプ若しくは
紙タイプの再構成タバコ）から製造されることができる。
【００４２】
　基材材料はまた、ケーシング及び／又は最上層要素等の、紙巻きタバコの製造のために
従来から使用されているタイプのタバコ添加物を用いて処理されることもできる。基材材
料は、任意に、（例えば、無水アンモニア、含水水酸化アンモニウム、又は、リン酸二ア
ンモニウム等のアンモニウム塩を用いて処理することによって）アンモニア処理されるこ
とができる。あるいは、それらの材料は、（例えば、無水アンモニア、含水水酸化アンモ
ニウム、又は、リン酸二アンモニウム等のアンモニウム塩を用いた処理にかかわらず）任
意のタイプの添加アンモニアが一切又は事実上なくてもよい。それらの材料はまた、炭酸
カリウム又は重炭酸ナトリウム等の他の添加物を用いて処理されることもできる。触媒や
ナノ粒子組成物等の他の材料もまた、喫煙に適したロッドの任意の喫煙に適した材料内に
含まれることができる。例えば、Ｃｒｏｏｋｓらによる米国特許出願公開第２００４／０
１７３２２９号明細書に記載されたタイプの要素を参照されたい。材料は、基材材料内の
タバコ材料の乾燥重量に基づいて、エアロゾル形成材料以外の、約１０パーセントを超え
るそれらのタイプの任意の添加物を用いて処理されないのが望ましい。
【００４３】
　エアロゾル形成材料が基材材料（例えばタバコ）と接触することによる方式は変更可能
である。エアロゾル形成材料は、形成されたタバコ材料に加えられることができ、又は、
それらのタバコの製造中に加工済みタバコ内に含まれることができる。エアロゾル形成材
料は、水性液体又は他の適切な溶媒若しくは液体担体内に溶解又は分散されることができ
、その基材材料上に散布されることができる。例えば、Ｎｅｓｔｏｒらによる米国特許出
願公開第２００５／００６６９８６号明細書を参照されたい。基材材料の乾燥重量に対す
る、使用されるエアロゾル形成材料の量は変更可能である。極めて高いレベルのエアロゾ
ル形成材料を含む材料は、従来のタイプの自動紙巻きタバコ製造装置を使用して紙巻きタ
バコロッドに加工するのが困難なことがある。
【００４４】
　成型シートタイプの加工済みタバコは、比較的高いレベルのエアロゾル形成材料を含む
ことができることが望ましい。製紙タイプの処理を用いて製造された再構成タバコは、適
度なレベルのエアロゾル形成材料を含むことができることが望ましい。タバコ薄層ストリ
ップ及びタバコ切断フィラーは、より少ない量のエアロゾル形成材料を含むことができる
。成型シート材料及び紙タイプの再構成タバコ等の加工済み材料に関して、水性液体を用
いて抽出されたタバコパルプ材料は、その要素として使用されることができる。タバコの
水溶性要素の一部又は本質的に全てを除去することは、より高いレベルのエアロゾル形成
材料の効果的な基材として作用することができる加工済み材料の形成に役に立つことがで
きる。さらに、加工済みタバコに乾燥タバコ粉末を散布することは、比較的高いレベルの
グリセリンを有する加工済み材料の形成に役に立つことができる一方で、過度に粘着特性
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や粘り気を示すことはない。あるいは、比較的高いレベルのエアロゾル形成材料は、タバ
コ基材材料に加えられることができ、又は、基材材料内に含まれることができ、それらの
結果として得られる材料は、事実上、いくらかの湿潤、湿気、粘着性、粘り気、又は、べ
たつきがあるものとみなされることができる。
【００４５】
　成型シート加工済みタバコ、及び、特に、水で抽出された一定量のタバコパルプを含む
成型シートタバコは、作り出される加工済み材料内のタバコ及びエアロゾル形成材料の乾
燥重量に基づいて、多くの場合約６５パーセントまで、大抵は約６０パーセントまで、往
々にして約５５パーセントまでのエアロゾル形成材料を含むことができる。紙タイプの再
構成タバコ、及び、特に、水で抽出された一定量のタバコパルプ材料を含み且つ水溶性抽
出物要素の一部又は全部をパルプに加え戻さない形態のタバコは、作り出される材料内の
タバコ及びエアロゾル形成材料の乾燥重量に基づいて、多くの場合は約５５パーセントま
で、大抵は約５０パーセントまで、往々にして約４５パーセントまでのエアロゾル形成材
料を含むことができる。タバコストリップ又は切断フィラーにエアロゾル形成材料を散布
することによって作り出されるタバコ材料は、作り出される材料内のタバコ及びエアロゾ
ル形成材料の乾燥重量に基づいて、大抵は約２０パーセントを超える、往々にして約１５
パーセントを超えるエアロゾル形成材料を含まない。比較的高い荷重レベルのエアロゾル
形成材料を有する材料は、（例えば、高温空気流にさらされることによって）重量で約４
パーセントから約５パーセントまでの水分含有量になるまで乾燥されることができ、その
後、乾燥された材料は、意図する構成の要素を形成するように処理されることができ、そ
して、それらの要素は、約１２重量パーセントから約１３重量パーセントの水分含有量に
なるように再平衡されることができる。あるいは、それらの材料は、いくらか湿った又は
濡れた形態で使用されることができる。
【００４６】
　比較的高いレベルのエアロゾル形成材料を含む他のタイプの材料は、喫煙物品内に含ま
れることができる。形成され、カプセル化され、又は、マイクロカプセル化された材料が
使用可能である。そのようなタイプの材料は、大部分がエアロゾル形成材料を含むのが望
ましく、それらの材料は、ある量及び形態のタバコを含むのが最も望ましい。そのような
タイプの材料の例は、約６５重量部（ｗｅｉｇｈｔ　ｐａｒｔｓ）から約７０重量部のグ
リセリンと、約２５重量部から約３０重量部のバインダ（例えば、柑橘ペクチン、アルギ
ン酸アンモニウム、アルギン酸ナトリウム、又は、グァーガム）と、約５重量部の香料（
例えば、バニリン、コーヒー、茶、ココア、及び／又は、フルーツ香味濃縮物）との水溶
液を成型して乾燥することによって作り出され、その後、タバコ薄層を粉砕することによ
って形成される約２重量部から約１０重量部の微細に分割された粉末で表面コーティング
されたフィルムである。
【００４７】
　喫煙物品内で使用されるエアロゾル形成材料の量は、紙巻きタバコが許容可能な知覚及
び官能特性と所望の性能特性とを有するようなものである。例えば、グリセリン及び／又
はプロピレングリコール等の十分なエアロゾル形成材料が、多くの点においてタバコの煙
の外見と類似している可視主流エアロゾルを発生させるために使用されるのが非常に望ま
しい。一般に、喫煙物品内に含まれるエアロゾル形成材料の量は、１．５ｇ未満の範囲で
あり、大抵は１ｇ未満であり、０．５ｇ未満のこともある。エアロゾル形成材料の量は、
喫煙物品内に組み込まれたタバコを収容するカートリッジ又は紙巻きタバコあたりに所望
される一吹き分の煙数等の要因に依存する。エアロゾル形成材料の量はまた、喫煙物品の
熱発生要素に対する材料の位置又は場所、喫煙物品内の加熱領域に材料を芯出し又は移送
する能力、喫煙物品によって発生したエアロゾル内の材料の所望濃度等の要因に依存する
こともある。
【００４８】
　エアロゾル発生組成物は、タバコ切断フィラーを燃焼させることによって主流煙を発生
させる従来のタイプの紙巻きタバコのものとは全く異なる、かなりの程度の許容可能でな
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い風味の変化（ｏｆｆ－ｔａｓｔｅ）、薄膜の口内感覚、又は、一般的な知覚経験を導入
しないことが望ましい。特定のエアロゾル発生材料及び基材材料、使用されるそれらの要
素の量、並びに、使用されるタバコ材料のタイプの選択は、紙巻きタバコによって作り出
される主流エアロゾルの全体的な化学組成物を制御するために変更可能である。
【００４９】
　喫煙物品の主流エアロゾルの知覚若しくは官能特性又は性質を変更する他のタイプの香
料又は材料が使用可能である。そのような香料は、タバコ以外の原料から形成されること
ができ、事実上自然物であっても人工物であってもよく、濃縮物又は香料パッケージとし
て使用されることができる。特に興味深いことは、エアロゾルが発生する喫煙物品のそれ
らの領域内に加えられる又は含まれる香料である。典型的な香料としては、バニリン、エ
チルバニリン、クリーム、茶、コーヒー、フルーツ（例えば、リンゴ、さくらんぼ、イチ
ゴ、桃、並びに、ライム及びレモンを含む柑橘香料）、メープル、メンソール、ミント、
ペパーミント、スペアミント、ウィンターグリーン、ナツメグ、クローブ、ラベンダー、
カルダモン、生姜、ハチミツ、アニス、セージ、シナモン、ビャクダン、ジャスミン、カ
スカリラ、ココア、甘草、並びに、紙巻きタバコ、葉巻、及び、パイプタバコの香料用に
従来から使用されているタイプ及び特性の香料及び香料パッケージが挙げられる。ブドウ
糖果糖液糖等のシロップもまた使用されることができる。香料はまた、酸性又は塩基性の
特性物（例えばレブリン酸等の有機酸）を含むことができる。望ましくは、そのような香
料は、乾燥重量ベースで、タバコの全重量の約１０パーセント未満、大抵は約５パーセン
ト未満を構成する。香料は、タバコ材料若しくはエアロゾル発生材料、又はその双方に添
加されることができる。
【００５０】
　各喫煙物品内に組み込まれるタバコの量は変更可能である。ある実施形態において、各
喫煙物品内に組み込まれるタバコ切断フィラーの量は、乾燥重量ベースで、少なくとも約
２０ｍｇ、一般には少なくとも約５０ｍｇ、大抵は少なくとも約７５ｍｇ、往々にして少
なくとも１００ｍｇである。ある実施形態において、各喫煙物品内に組み込まれるタバコ
切断フィラーの量は、乾燥重量ベースで、約４００ｍｇを超えず、一般には約３５０ｍｇ
を超えず、大抵は約３００ｍｇを超えず、往々にして約２５０ｍｇを超えない。タバコ切
断フィラー又は切断フィラー形態の加工済みタバコを含むセグメント又はセクションに関
して、それらのセグメント又はセクション内の材料のパッキング密度は、一般に、約４０
０ｍｇ／ｃｍ３未満であり、通常は約３５０ｍｇ／ｃｍ３未満であるとともに、それらの
セグメント又はセクション内の材料のパッキング密度は、約１００ｍｇ／ｃｍ３を超える
ことができ、大抵は約１５０ｍｇ／ｃｍ３を超えることができる。望ましくは、そのよう
な各セグメント又はセクションは、全体的にタバコ及び／加工済みタバコから構成される
。あるいは、そのような各セグメント又はセクションは、非タバコ基材材料と混合又は配
合されたタバコ又は／及び加工済みタバコから構成されることができる。いずれの場合に
せよ、タバコ材料及び任意の非タバコ基材材料は、エアロゾル形成材料及び香料等の基材
として作用することができる。
【００５１】
　喫煙物品内で使用されるタバコの水分含有量は変更可能である。一般に、タバコの水分
含有量は、約１２重量パーセントを超え、大抵は約１５重量パーセントを超えることがで
きる。ある状況において、湿潤タバコが使用可能であり、そのタバコは、約２０重量パー
セントを超える、大抵は約３０重量パーセントを超える、さらには約４０重量パーセント
を超える水分含有量を有することができる。
【００５２】
　本発明の喫煙物品のある実施形態は、必須要素として紙巻きタバコロッドを含む。すな
わち、本発明の喫煙物品は、紙や他の包装材で包まれたタバコロッドを含むことができる
。タバコを収容する外包材として使用され、したがって、紙巻きタバコの製造に使用され
る包装材は変更可能である。典型的なタイプの包装材は、Ｂａｒｎｅｓらによる米国特許
第４，９３８，２３８号明細書、及び、Ｂａｒｎｅｓらによる米国特許第５，１０５，８
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８７号明細書に記載されている。Ｈａｍｐｌ，Ｊｒ．らによる米国特許出願公開第２００
５／０００５９４７号明細書、Ｒａｓｏｕｌｉらによる国際公開第２００５／０３９３２
６号パンフレットに記載されたような包装材は、いわゆる「二重包装」構成の内装材とし
て使用されることができる。典型的なタイプの熱伝導性包装材は、Ｒｉｇｇｓらによる米
国特許第５，５５１，４５１号明細書に記載されており、他の適切な包装材は、Ｌａｗｓ
ｏｎらによる米国特許第５，０６５，７７６号明細書、及び、Ｎｉｃｈｏｌｓらによる米
国特許第６，３６７，４８１号明細書に記載されている。これらそれぞれは、参照によっ
て本明細書に組み込まれる。紙及び金属箔の薄層や熱発生セグメントの外接包装材として
使用される紙等の典型的な包装材は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ社によ
って商品名「Ｐｒｅｍｉｅｒ」及び「Ｅｃｌｉｐｓｅ」のもとで市販されているタイプの
紙巻きタバコ内に含まれている。紙巻きタバコの製造における使用に適した他の代表的な
包装材及び加工済み包装材は、Ｇｅｎｔｒｙによる米国特許第５，２２０，９３０号明細
書、Ｃｈａｐｍａｎらによる米国特許第６，９７６，４９３号明細書、Ｓｅｙｍｏｕｒら
による米国特許第７，０４７，９８２号明細書、及び、２００６年３月１６日に出願され
たＣｒｏｏｋｓらによる米国特許出願第１１／３７７，６３０号明細書に記載されている
。これらそれぞれは、参照によって本明細書に組み込まれる。特に、比較的多い量の液体
材料（例えばエアロゾル形成材料）のための基材であるタバコ材料を含むように紙材料が
使用される場合に弾性を提供するために、紙材料は、材料から構成されることができ、又
は、フィルムを用いて処理されることができる。例えば、そのような紙は、ニトロセルロ
ース又はエチルセルロースのコーティングを用いて処理されることができる。あるいは、
紙材料は、事実上非常に吸収性があるものとすることができ、液体材料（例えば、エアロ
ゾル形成材料、液体香料、又は、エアロゾル形成材料とタバコ抽出物との混合物）の基材
として作用することができる。
【００５３】
　タバコは、タバコ薄層及び／又は再構成タバコシートの少なくとも１つの層内に包まれ
ることができる。このように、喫煙物品内に組み込まれたタバコは、葉巻の形態特性のタ
イプに構成される。葉巻タイプのタバコセグメント又はセクションの外包材は、液体材料
（例えば、エアロゾル形成材料、液体香料、タバコ抽出物、又は、その混合物）の基材と
して作用することができる。
【００５４】
　タバコは、湿気透過性及び空気透過性の袋、小袋、包み等に包まれることができる。例
えば、微細に分割されたタバコ片は、メッシュタイプの袋内に封止されることができる。
適切な袋は、あるタイプの無煙タバコ製品の封じ込めに従来から使用されてきたタイプか
らなる。例えば、２００５年９月２２日に出願されたＨｏｌｔｏｎらによる米国特許出願
第１１／２３３，３３９号明細書、２００６年２月１０日に出願されたＨｏｌｔｏｎらに
よる米国特許出願第１１／３５１，９１９号明細書、及び、２００６年８月１日に出願さ
れたＭｕａらによる米国特許出願第１１／４６１，６３３号明細書に記載されたタイプの
袋及びそれらの袋の内容物を参照されたい。これらは、参照によって本明細書に組み込ま
れる。そのような袋及びその内容物は、十分な量のエアロゾル形成材料、香料、及びタバ
コ抽出物の基材として作用することができる。例えば、比較的高いレベルの液体材料は、
それらの基材内に加えられることができ、又は、含まれることができ、結果として得られ
る材料は、事実上、湿潤、湿気、粘着性、粘り気、又は、べたつきがあるものとみなされ
ることができる。必要に応じて、それらの基材は、エアロゾル形成材料と、喫煙物品によ
って生み出されるエアロゾルにタバコ香味特性を提供する他の成分とからなる液体混合物
内に浸漬されることができる。代表的な喫煙物品内に組み込まれるそのようなタイプの袋
の数は変更可能であり、一般に、例えば１つから約５つまで変動させることができる。
【００５５】
　喫煙物品は、一般に、吸い口片を有する。セグメント化された紙巻きタバコのフィルタ
要素を含む紙巻きタバコに使用されるもの等の代表的なタイプのフィルタ要素は、２００
６年８月２日に出願されたＮｅｌｓｏｎらによる米国特許出願第１１／４６１，９４１号
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明細書に記載されている。これは、参照によって本明細書に組み込まれる。吸い口片はま
た、ナイロン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリ（ブタジエン／スチレン／アクリロ
ニトリル）等の塑性材料を使用して所望の形状で作ることができる。
【００５６】
　代表的な喫煙物品は、Ｈｏｎによる欧州特許第１，６１８，８０３号明細書に記載され
たタイプの装置と同等なある要素を有して、一般に同等な方法で作動することができる。
代表的な喫煙物品及びその典型的な要素はまた、付随する喫煙カートリッジタイプＣ１ａ
、Ｃ２ａ、Ｃ３ａ、Ｃ４ａ、Ｃ１ｂ、Ｃ２ｂ、Ｃ３ｂ、及びＣ４ｂを用いて使用されるこ
とができるブランド名Ｅ－ＣＩＧを有する電子葉巻として、米国ジョージア州アクワース
のＡｔｌａｎｔａ　Ｉｍｐｏｒｔｓ社を通じて入手可能なそれらのニコチンエアロゾル供
給システムの要素を使用して形成されることができる。代表的な喫煙物品用の典型的な要
素はまた、Ｒｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｉｐｅ及びＲｕ
ｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅとして中国北
京のＲｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社か
ら入手可能な装置に利用可能な要素である。
【００５７】
　様々な喫煙物品に関する本発明の態様及び実施形態は、図１から図３に含まれる説明を
参照してここに記載される。図１を参照すると、代表的な喫煙物品１０の実施形態が示さ
れている。喫煙物品１０は、一般に事実上ロッド状又は管状であり、紙巻きタバコタイプ
又は葉巻タイプの喫煙物品に一般に類似している全体的な形状を有する。喫煙物品１０は
、遠位端１３と、吸い口１５とを含む。
【００５８】
　喫煙物品１０は、外側容器又はハウジング２０を有する。外側容器２０の寸法及び形状
は変動可能であるものの、代表的な外側ハウジングは、一般に、管形状である（例えば、
約１１ｃｍの全長及び約１．５ｃｍの外径を有する）。外側ハウジング２０は、様々な材
料を使用して形成されることができる。例えば、外側ハウジング２０は、金属（例えばア
ルミニウム又はステンレス鋼）、耐熱プラスチック（例えばポリカーボネート）、処理さ
れたボール紙材料等から形成されることができる。必要に応じて、外側ハウジングは、外
観が美しいカバー（図示しない）を有することができる。代表的な外側ハウジングは、Ｒ
ｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手
可能なＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅが
有するタイプからなることができる。図示されるように、外側ハウジング２０は、吸い口
１５及び吸い口の遠位端１３を含む。吸い口は、喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出
のために構成された開口を備え、遠位端は、喫煙物品１０内への空気の取り入れのために
構成された開口を備える。
【００５９】
　喫煙物品１０の外側容器２０の遠位端１３は、端部カバー又はキャップ３５を有するこ
とができる。端部カバー又はキャップ３５は、摩擦嵌合や、外側容器の遠位領域に固定さ
れた相補的なネジ機構２８と協働するネジ機構等によって適所に保持されることができる
。端部カバー３５は、外側容器内に収容される喫煙物品の様々な要素を保持するのを支援
するように作用することができる。端部カバーは、望ましくは、吸い込まれた空気が外側
容器２０の内側領域に流入することができるように少なくとも１つの空気通路３２を有す
る。代表的な端部カバー又はキャップ３５は、Ｒｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手可能なＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ
　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅが有するタイプからなることができる。
【００６０】
　外側容器２０の内部には、少なくとも１つのバッテリ等の電力源３６が配置されている
。バッテリは、一般に、外側容器２０内において適所に配置されて固定された概して管状
のバッテリホルダ４０によって適所に保持されている。一般に、長手方向に延在している
少なくとも１つの空気通路４５は、吸い込まれた空気が喫煙物品１０の吸い口１５の方に
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向かってバッテリを通過するのを可能とする。図示されるように、通路４５は、電力源３
６が通路に入るのを防止するために、バッテリホルダ４０における１つ以上の溝を含むこ
とによって、又は、あるいは、バッテリホルダの内部に延在しているリブ（図示しない）
を含むことによって作り出されることができる。バッテリホルダ４０はまた、バッテリか
ら喫煙物品１０の下流領域まで通過する関連した電気配線（図示しない）のための容器と
して作用することができる。代表的なタイプの電力源、及び、外側容器内における代表的
なその配置は、Ｒｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍ
ｅｎｔ社から入手可能なＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉ
ｇａｒｅｔｔｅとして利用可能な装置内に含まれたタイプからなる。必要に応じて、より
高い電力源が使用されることができる。
【００６１】
　喫煙物品１０は、様々な電動の制御要素５０を含む。代表的な実施形態に関して、制御
要素５０は、バッテリ３６の下流の領域において管状のバッテリホルダ４０内に配置され
ている。一般に、電動の制御要素５０は、作動時間の制御、電流の制御、電気抵抗熱発生
の制御等を提供するマイクロチップを含む。コントローラ５０に含まれることができる典
型的な回路が図４及び図５に記載されている。電動の要素５０は、バッテリ３６によって
給電される。代表的なタイプの電子制御要素は、Ｒｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手可能なＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎ
ｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅが有するタイプからなることができる。
また、Ｂｒｏｏｋｓらによる米国特許第４，９４７，８７４号明細書に記載されたタイプ
の電子システムも参照されたい。
【００６２】
　代表的な喫煙物品１０は、所望の期間中に、電動の要素の作動を提供するために適切に
構成された検知機構６０を含む。代表的なタイプの検知機構要素は、Ｒｕｙａｎ　ＳＢＴ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手可能なＲｕｙａｎ
　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅとして利用可能な装
置内に含まれている。また、Ｈｏｎによる欧州特許第１，６１８，８０３号明細書、並び
に、Ｇｅｒｔｈらによる米国特許第４，７３５，２１７号明細書、Ｂｒｏｏｋｓらによる
米国特許第４，９４７，８７４号明細書、及び、Ｉｎｇｅｂｒｅｔｈｓｅｎによる米国特
許第５，３８８，５７４号明細書において提案されたタイプの空気流検知機構を参照され
たい。検知機構６０はまた、バッテリ３６によって給電されることができる。一般に、検
知機構要素６０は、電動の制御要素５０から下流の位置において外側容器２０内に配置さ
れている。センサ６０は、コントローラ５０内のある制御回路と協力して、望ましくは、
後述する１つ以上の抵抗発熱体を通る電流を調整するために構成された煙吹かし作動コン
トローラの一部である。センサ６０は、望ましくは、喫煙物品におけるユーザによる吸い
込み（すなわち、喫煙物品からの空気の取り入れ）を検知するように構成される。代表的
なタイプの吸い込みセンサは、フロリダ州フォートローダーデールのＭｉｃｒｏ　Ｐｎｅ
ｕｍａｔｉｃ　Ｌｏｇｉｃ社から入手可能な圧力感知差動スイッチ、圧力感知トランスデ
ューサー、動きセンサを有する空気流偏向ベーン等の圧力感知スイッチが論じられている
、Ｂｒｏｏｋｓらによる米国特許第４，９４７，８７４号明細書に記載されている。また
、Ｃｏｘらによる米国特許第７，１１７，８６７号明細書も参照されたい。センサ６０は
、センサを通って又はセンサの周囲を空気が流れるのを可能とするように構成されている
。図示された実施形態において、センサ６０は、その中央を通る通路を有する環状に構成
されている。センサ６０を通る又はセンサの周囲に複数の通路を有する構成等、他の構成
もまた可能である。
【００６３】
　代表的な喫煙物品１０はまた、少なくとも１つの電気抵抗発熱体７０、７２を含む。任
意の第１の抵抗発熱体７０は、検知機構６０から上流に配置されることができ、したがっ
て、外側ハウジング２０の遠位端１３から喫煙物品を通過する吸い込まれた空気を加熱す
るように作用することができる。第２の抵抗発熱体７２は、検知機構６０から下流に配置
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されることができる。抵抗発熱体７０、７２はまた、バッテリ３６によって給電されるこ
とができ、それらの発熱体の作動の制御は、電動の制御要素５０によって制御されること
ができる。発熱体７０、７２は、それを通って空気が流れるのを可能とするように構成さ
れている。センサ６０の上流の発熱体７０は、センサと同様に（すなわち、環状に）構成
されている。しかしながら、上述したように、他の構成が可能である。
【００６４】
　一般に、第２の抵抗体７２は、黒鉛糸や大きい表面積の金属布又はスクリーン等、比較
的大きい表面積の吸収体又は芯材タイプの材料から形成されることができる。そのような
タイプの抵抗体は、その後の煙吹かし中におけるエアロゾル発生のための追加のエアロゾ
ル形成材料の芯出しと同様に、エアロゾル発生のための十分なエアロゾル形成材料を支持
又は保持するために役に立つ。あるいは、エアロゾル形成材料が、第２の抵抗体に接触す
るか又は第２の抵抗体に近接した領域（例えば、第２の抵抗体によって生み出される熱に
さらされる領域）に接触するために、芯出しされることができるか、又は、移動すること
ができるように、第２の抵抗体７２は、吸収性のある芯材に近接して使用されることがで
きる。代表的なタイプの抵抗発熱体は、Ｒｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａ
ｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手可能なＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅとして利用可能な装置内に含まれる。必要に応じ
て、発熱体７０、７２のそれぞれは、センサ６０からの信号に応答して１つ以上の発熱体
を流れる電流を調整する煙吹かし作動コントローラによって提供される信号に応答して、
それを通って流れる電流を有する（したがって熱を提供する）ように配置されることがで
きる。例えば、各発熱体７０、７２は、検知機構６０及び関連した制御回路に対する応答
によって提供される信号に応答して「オン」及び「オフ」とされることができる。あるい
は、第１の発熱体７０を通る電流は、喫煙物品１０の正常な使用期間中に制御されること
ができ、第２の発熱体７２を通る電流は、吸い込み期間中のみに制御されることができる
（すなわち、第２の発熱体は、センサ６０がユーザによる吸い込みを検知した場合に電圧
が加えられる）。
【００６５】
　図１の代表的な喫煙物品１０は、カートリッジ８５を含む。カートリッジは、金属（例
えば、アルミニウム又はステンレス鋼）、紙（例えば、疎水性膜又はコーティングで表面
が覆われたボール紙又は紙）、プラスチック（例えば、ポリエステル、ポリプロピレン、
ナイロン、ポリカーボネート等）等の様々な材料から製造されることができる。カートリ
ッジ８５は、ある形態のタバコ８９を収容する。カートリッジ８５はまた、最も望ましく
は、エアロゾル形成材料を収容する。タバコ８９及びエアロゾル形成材料は、よく混じっ
た混合物の形態とすることができ、又は、カートリッジ８５の分離した領域に設けられる
ことができる。代表的なタイプのカートリッジは、Ｒｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌ
ｏｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手可能なＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉ
ｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅとして利用可能な装置内に含まれるタ
イプからなり、タバコ抽出物をそれに添加することによって、又は、内部に含まれた基材
及びニコチンを含む材料の少なくとも一部を除去し且つその除去された部分をタバコ組成
物に置き換えることによって、変更されることができる。例えば、図１において示された
実施形態に関して、カートリッジ８５は、エアロゾル形成材料を含むタバコフィラー又は
加工済みタバコフィラー材料８９から構成された上流セグメント９５と、香料及び／又は
エアロゾル形成材料を担持するポリエチレンテレフタレートの繊維等の基材１０１から構
成された下流セグメント９８とを収容することができる。代表的な喫煙物品１０は、一定
量のエアロゾル形成材料及びタバコ成分が芯出しされることができるか、又は、発熱体７
２若しくは発熱体に近接した領域まで移動することができるように組み立てられる。任意
に、図示されるように、カートリッジ８５の吸い口領域の末端は封止され、したがって、
タバコ成分及びエアロゾル形成材料は、抵抗発熱体７２の方に上流に移動する傾向を有す
る。一般に、少なくとも１つの空気通路１１５は、外側容器２０の内面とカートリッジ８
５の外面との間に長手方向に延在している。この空気通路１１５は、バッテリホルダ４０
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における通路４５と関連して上述した同じ技術を使用して作り出されることができる。
【００６６】
　代表的なカートリッジ８５は、Ｒｕｙａｎ　ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　
Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手可能なＲｕｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅとして利用可能な装置において使用されるカートリッジ
の要素を変更することによって形成される。例えば、繊維状の基材及びエアロゾル形成材
料のセクション又はセグメントは、そのカートリッジから除去されて捨てられ、その部分
は、グリセリンと噴霧乾燥されたタバコ抽出物との混合物で飽和したタバコ切断フィラー
から構成されたセクション又はセグメントによって置き換えられる。他の例として、長手
方向に延在している複数の通路を有するように寄せ集められた再構成タバコシートのウェ
ブは、プロピレングリコール、香料、及び、タバコ抽出物の混合物で処理されることがで
きる。さらに他の例として、繊維状の基材及びエアロゾル形成材料の全部のセクション又
はセグメントは、そのカートリッジから除去されて捨てられ、全ての材料は、グリセリン
、香料、及び、噴霧乾燥されたタバコ抽出物の混合物で飽和した又はほぼ飽和した、水性
の抽出されたタバコ切断フィラーパルプから構成されたセクション又はセグメントによっ
て置き換えられる。さらなる例として、繊維状の基材及びエアロゾル形成材料は、カート
リッジの上流端に配置されることができ、カートリッジの下流端は、エアロゾル形成材料
及び香料のための基材として作用する複数の形成されたタバコ片又はペレットによって形
成されることができる。
【００６７】
　基材によって担持されるエアロゾル形成材料、タバコ抽出物、香料等の量は変更可能で
あり、それらの含有物の重量は、一般に、基材の乾燥重量の少なくとも同等であり得て、
大抵は少なくとも約２倍であり得て、往々にして少なくとも約３倍であり得る。したがっ
て、カートリッジは、許容可能な視覚特性、許容可能な口あたり及びその他の知覚刺激効
果、許容可能なタバコ香味等を有するエアロゾルを形成するのに十分なタイプ及び量の要
素を形成するように構成されることができる。
【００６８】
　さらなる実施形態において、タバコは、喫煙物品の液体格納容器のタイプとして作用す
る能力を有するカートリッジ８５内に含まれることができる。例えば、粉末状の噴霧乾燥
されたタバコ抽出物は、液体格納容器８５内に含まれることができ、又は、液体タバコ抽
出物若しくはエキスは、密接にそれらの成分と結合されるように液体格納容器内に含まれ
る成分（例えば、エアロゾル形成材料）内で結合されることができる。他の実施形態にお
いて、タバコ薄層、柄、又は、加工済みタバコの片は、液体格納容器８５内に含まれるこ
とができる。例えば、タバコ薄層切断フィラーの片、タバコ微粉、又は、再構成タバコシ
ートの片は、液体格納容器内に含まれることができる。このように、タバコは、カートリ
ッジ８５内のエアロゾル形成混合物と混合されることができるか、又は、一部であり得る
。最も望ましくは、基本的に純粋なニコチン、主にニコチンから構成された抽出物、又は
、主にニコチンから構成された製剤は、液体格納容器８５内又は喫煙物品内の他の場所に
含まれない。
【００６９】
　他の実施形態において、タバコは、カートリッジ８５から物理的に分離された領域にお
いて喫煙物品１０内に配置されることができる。例えば、タバコは、カートリッジ８５と
当接するように配置されることができるか、又は、カートリッジに対して間隔をあけられ
て配置されることができる。したがって、タバコは、カートリッジ８５内でエアロゾル形
成混合物と混合されない。１つの実施形態において、（例えば、タバコの一般に筒状の装
填部を設けるために）紙で包まれたタバコ切断フィラーの装填部又はロールは、カートリ
ッジ８５の上流又は下流のいずれかに配置されることができる。他の実施形態において、
タバコを収容する再構成タバコシート（例えば、形成された成型シート又は再構成タバコ
紙）は、（例えばカートリッジ８５を含む）喫煙物品１０内の様々な要素の外包材として
使用されることができる。他の実施形態において、タバコ切断フィラーは、喫煙物品１０
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内に配置されたカートリッジ８５又は他の要素を囲むことができる。他の実施形態におい
て、タバコ抽出物は、基材によって担持されることができるか、又は、エアロゾル形成材
料を収容する上述したカートリッジ８５から物理的に分離されて喫煙物品１０内に配置さ
れたカートリッジ内に配置されることができる。
【００７０】
　単一のカートリッジ８５の使用中における一吹き分の煙数は、エアロゾル形成材料、タ
バコ、及び、他の関連する使用される成分の量、それらの成分の形態、抵抗発熱体と関連
する喫煙物品１０内のそれらの成分の位置等の要因に依存して変更可能である。それらの
成分の量は、例えば、そのカートリッジが喫煙物品内で使用され、ＦＴＣの喫煙状態のも
とで喫煙した場合に、カートリッジあたり約１０から約１５の一吹き分の煙を形成するの
に十分であり得る。しかしながら、それらの成分の量は、例えば、そのカートリッジが喫
煙物品内で使用され、ＦＴＣの喫煙状態のもとで喫煙した場合に、カートリッジあたり約
２００よりも多い一吹き分の煙、大抵はカートリッジあたり約４００よりも多い一吹き分
の煙、往々にしてカートリッジあたり約６００よりも多い一吹き分の煙を形成するのに十
分であり得る。比較的多数の一吹き分の煙を形成するために十分な成分を含むカートリッ
ジを使用する喫煙物品に関して、それらの喫煙物品は、喫煙物品が不使用期間中に封止さ
れることができるように、着脱可能なキャップ又は他の適切な封止手段とともに使用され
ることができる。喫煙物品１０は、カートリッジ８５が喫煙物品から除去されて必要に応
じて置き換えることができるように構成されることができる。
【００７１】
　喫煙物品１０は、その吸い口１５において吸い口片１２０を有する。一般に着脱可能で
ある吸い口片１２０は、摩擦嵌合や、外側容器に固定された相補的なネジ機構と協働する
ネジ機構等によって適所に保持されることができる。代表的な吸い口片は、Ｒｕｙａｎ　
ＳＢＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ社から入手可能なＲｕ
ｙａｎ　Ａｔｏｍｉｚｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅとして利用可
能な装置内に含まれるタイプからなることができる。あるいは、吸い口片１２０は、喫煙
物品での使用のために提案されたホルダの他のタイプの形態を有することができる。また
、例えば、２００６年３月１６日に出願されたＣｒｏｏｋｓらによる米国特許出願第１１
／３７７，６３０号明細書に記載されたタイプの吸い口片及び紙巻きタバコタイプのフィ
ルタ要素を参照されたい。
【００７２】
　使用中に、喫煙物品１０の吸い口１５は、喫煙者の唇に配置される。空気は、喫煙物品
の遠位端１３に配置されたキャップ３５における空気通路又は開口３２を介して外側容器
２０内に吸い込まれる。吸い込まれた空気は、電力源３６及び電子制御要素５０の長手に
沿って延在している空気通路４５を介して通過し、第１の発熱体７０内の空気通路領域を
通り、空気流検知領域６０を通り、第２の発熱体７２を通り過ぎて又は通り、カートリッ
ジ８５の長手に沿って延在している空気通路１１５を通り、吸い口片１２０内へと通過す
る。一般に、抵抗発熱体は、表面領域温度を提供し、したがって、それらの発熱体の近く
の周囲領域においてエアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱する能力を提供する。一般
に、関連した使用期間中に、それらの発熱体は、少なくとも約２００℃、大抵は少なくと
も約３００℃の表面領域温度を提供することができる。一般に、それらの温度は、約６０
０℃を超えず、大抵は約５００℃を超えず、往々にして約４００℃を超えない。第２の発
熱体７２によって占有される領域において、加熱されたタバコ成分及びエアロゾル形成材
料を通過する、吸い込まれた空気の作用によって形成されたエアロゾルは、吸い口片１２
０を介して喫煙者の口内に吸い込まれる。すなわち、使用された場合、喫煙物品１０は、
望ましくはタバコ切断フィラーを燃焼させる従来の紙巻きタバコの主流タバコ煙と類似し
ている可視主流エアロゾルを生み出す。エアロゾルはまた、香料及びタバコによって形成
される又はタバコに由来する他の成分を含むことができる。
【００７３】
　図２を参照すると、代表的な喫煙物品１０の他の実施形態が示されている。喫煙物品１
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０は、ロッド状の形状を有し、遠位端１３及び吸い口１５を含む。喫煙物品１０は、図１
を参照して上述した喫煙物品と同等であって、一般に同等な方法で作動する特定の要素を
有する。しかしながら、喫煙物品は、紙巻きタバコ１５０を組み込むように構成されてい
る。
【００７４】
　典型的なタイプの紙巻きタバコ１５０は、外包材１６０（例えば紙）で包まれたタバコ
８９（例えば、タバコ切断フィラー又は加工済みタバコ材料）の装填部又はロールを有す
る。結果として得られるタバコロッドの長さは変更可能であり、一般的なタバコロッドは
、少なくとも約３０ｍｍ、大抵は約４０ｍｍの長さを有するとともに、約６０ｍｍを超え
ず、大抵は約５０ｍｍを超えない長さを有する。タバコロッドの周長は変更可能であり、
一般的なタバコロッドは、約２０ｍｍから約３５ｍｍ、大抵は約２５ｍｍから約３０ｍｍ
の周長を有する。紙巻きタバコ１５０内に含まれる含有物、期待される紙巻きタバコあた
りのエアロゾルの一吹き分の煙数、紙巻きタバコが挿入されるホルダの構成、抵抗発熱体
によって発生する熱量等の要因に応じて、紙巻きタバコの物理的な寸法は、タバコを燃焼
させる従来の市販紙巻きタバコのものよりも小さくすることができる。
【００７５】
　一般に、外包材１６０は、一般に筒状ロッド形状の紙巻きタバコロッド又はタバコロッ
ドを形成するようにタバコ８９の周囲を包む。すなわち、外包材１６０は、一般に管状に
形成され、タバコは、その管内の中空領域内に配置される。望ましくは、外包材１６０は
、その内部に収容されるタバコを露出し且つ吸い込まれた空気がそれを通って通過するの
を可能とするように、タバコロッドの各端部が開放されるように形成される。
【００７６】
　外包材１６０は変更可能である。外包材１６０は、紙巻きタバコの製造のために従来か
ら使用されているタイプの紙の外包材であり得る。外包材１６０はまた、金属箔及び紙の
積層体から構成されることができ、したがって、第２の発熱体によって発生した熱は、積
層体の金属箔を加熱することができ、したがって、その積層体内に収容されるタバコを加
熱することができる。例えば、２００６年３月１６日に出願されたＣｒｏｏｋｓらによる
米国特許出願第１１／３７７，６３０号明細書に記載されたタイプの外包材、外包材の積
層体、外包材の構成を参照されたい。
【００７７】
　図示された実施形態に関して、紙巻きタバコ１５０は、タバコロッドと流体的に連通し
ている外包材１６０内の遠位端においてタイプのカートリッジ８５を有する。その任意の
カートリッジ８５は、その内部にエアロゾル発生材料組成物１０１を収容する。組成物１
０１の成分は、タバコフィラーに混合されることができるか又は配合されることができる
基材材料（例えば、ポリエチレンテレフタレート繊維）を含むことができる。一般に、基
材材料は、タバコ成分のための担体及び喫煙者の口に運ばれ得る他のエアロゾル形成材料
として作用する。カートリッジ８５は、空気がそれを通って流れることができるように開
放端を有する一般に管形状を有することができる。カートリッジは、紙やプラスチック等
の様々な材料、又は、熱伝導性材料（例えば、金属箔、金属メッシュ若しくはスクリーン
、セラミック不織物等）から製造されることができる。一般に、カートリッジが存在する
場合には、カートリッジ８５の長さは、約３０ｍｍを超えず、大抵は約２０ｍｍを超えな
い。一般に、カートリッジが存在する場合には、カートリッジ８５は、少なくとも約５ｍ
ｍ、大抵は少なくとも約１０ｍｍの長さを有する。任意に、空気通路又は間隙（図示しな
い）がカートリッジ８５から下流に存在することができ、又は、カートリッジ８５は、タ
バコロッドとカートリッジとの間の材料の若干の移動が可能であるように、図２において
示されるように、タバコロッドに当接することができる。そのような空気通路は、存在す
る場合には、一般に、最高約１０ｍｍの長さを有する。
【００７８】
　１つの実施形態において、カートリッジ８５及び／又はタバコロッドの外包材１６０は
、ある程度の導電性材料から製造されることができる。このように、喫煙物品１０内の紙
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巻きタバコ１５０の配置に応じて、カートリッジ８５及び／又は外包材１６０は、電気抵
抗発熱体７２に関連した電気回路と電気的に接触することができる。その結果、ある程度
の電気抵抗発熱体はまた、カートリッジ８５及び／又は外包材１６０によって形成される
ことができる。
【００７９】
　１つの実施形態において、カートリッジ８５は、事実上ニコチンを欠いている又はニコ
チンなしとすることができる。例えば、カートリッジ８５は、エアロゾル形成材料、非タ
バコ香料、及び、任意に（例えば、ニコチン除去処理を用いて、又は、事実上ニコチンを
欠いたタバコを用いることによって）ニコチンが除去されたタバコ（例えばタバコの片又
は抽出物として）を収容することができる。このように、単に容器８５内に含まれる要素
を使用して生み出される可視エアロゾル又は香料が付けられた可視エアロゾルは、事実上
ニコチンを有しない。むしろ、喫煙物品によって送出される主流エアロゾル内で喫煙物品
の喫煙者に提供されるニコチンは、カートリッジ８５内に含まれるニコチンからよりも喫
煙物品１０の他の領域に配置されたタバコ８９に対する作用によって提供される。
【００８０】
　１つの実施形態において、カートリッジ８５は、炭素粒子を含む紙からなる寄せ集めら
れたウェブ（例えば、約１０重量部から約６０重量部の炭素と、約４０重量部から約９０
重量部の木材パルプ又は亜麻繊維）を含むことができる。例えば、Ｂｌａｋｌｅｙらによ
る米国特許第５，３６０，０２３号明細書に記載されたタイプの炭素含有紙を参照された
い。これは、参照によって本明細書に組み込まれる。例えば、約４０ｍｇの重量で約１０
ｍｍから約２０ｍｍの長さを有するカーボン紙からなる寄せ集められたシートは、グリセ
リン、タバコ抽出物、及び、香料の液体混合物（例えば、約４０ｍｇから約１２０ｍｇの
液体混合物）で飽和することができる。
【００８１】
　さらなる実施形態において、カートリッジ８５は、炭酸カルシウム粒子を含む紙からな
る寄せ集められたウェブ（例えば、約１０重量部から約４０重量部の炭酸カルシウムと、
約６０重量部から約９０重量部の木材パルプ又は亜麻繊維）を含むことができる。例えば
、約４０ｍｇの重量で約１０ｍｍから約２０ｍｍの長さを有するカーボン紙からなる寄せ
集められたシートは、グリセリン、タバコ抽出物、及び、香料の液体混合物（例えば、約
４０ｍｇから約１００ｍｇの液体混合物）で飽和することができる。
【００８２】
　さらに他の実施形態において、カートリッジ８５は、繊維状の炭素材料（例えば、黒鉛
繊維）を含むことができる。例えば、約４０ｍｇから約１００ｍｇであって約１０ｍｍか
ら約２０ｍｍの長さを有するそれらの繊維から形成されたセグメントは、グリセリン、タ
バコ抽出物、及び、香料の液体混合物（例えば、それらの繊維の乾燥重量の約３倍の量）
で飽和することができる。
【００８３】
　さらなる実施形態において、カートリッジ８５は、高い熱伝導性材料（例えば、アルミ
ニウムワイヤのマトリクス、アルミニウム箔、銅ワイヤ、銅管、金属ビーズ等）からなる
粒子又は片を含む再構成タバコ材料（例えば、成型シートタイプの材料、押し出し成型材
料、又は、紙タイプの再構成タバコ材料）を収容することができる。代表的な片又はビー
ズは、約０．０１マイクロメートルから約１ｍｍまでの長さ、厚み、又は、直径を有する
ことができる。その材料は、エアロゾル形成材料、タバコ抽出物、香料等のための基材と
して作用することができ、また、紙巻きタバコ１５０内の領域に対する電気抵抗加熱によ
って生み出される熱の導体として作用することができる。
【００８４】
　必要に応じて、紙の外包材１６０で包まれた紙巻きタバコ１５０の領域は、タバコ材料
、加工済みタバコ材料、又は、タバコ材料と他の基材材料との混合物から全体が構成され
ることができ、それらの材料は、エアロゾル形成材料のための基材として作用するような
方法で処理される。そのような実施形態に関して、上述したカートリッジ８５は、紙巻き
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タバコ１５０内に含まれず、外包材１６０内に収容される要素は、必ずしもセグメント化
された方式でその内部に配置又は配列されない。
【００８５】
　紙巻きタバコ１５０はまた、タバコロッドの下流端に配置された任意のフィルタ要素２
００を有することができる。フィルタ要素は、プラグラップ２１８に囲まれ包まれている
フィルタ材料２１５（例えば、セルロースアセテートトウ、寄せ集められたポリプロピレ
ンウェブ、可塑化セルロースアセテート管等）から構成されることができる。フィルタ要
素は、フィルタ要素２００の長手及びタバコロッドの隣接領域を囲むチップ材２２２を使
用してタバコロッドに取り付けられることができる。
【００８６】
　喫煙物品１０の吸い口片１２０は、紙巻きタバコ１５０のフィルタ要素２００用の支持
部として作用するように構成されることができ、喫煙物品の外側ハウジング２０に着脱自
在に取り付けられることができる。すなわち、吸い口片１２０は、喫煙物品１０の外側ハ
ウジング２０から除去されることができ、紙巻きタバコ１５０のフィルタ要素２００は、
（例えば摩擦嵌合によって）吸い口片内に固定されることができ、紙巻きタバコは、外側
ハウジングの下流端内に挿入されることができる。そのような状況において、吸い口片１
２０は、一般に、管形状を有することができる。このように、吸い口片は、紙巻きタバコ
１５０用の一種の支持部として作用することができるとともに、その紙巻きタバコは、使
用のために外側ハウジング２０内に配置される。
【００８７】
　使用中に、喫煙物品１０の吸い口１５は、喫煙者の唇に配置される。空気は、喫煙物品
の遠位端１３に配置されたキャップ３５における空気通路又は開口３２を介して、外側容
器２０内に吸い込まれる。吸い込まれた空気は、電力源３６及び電子制御要素５０の長手
に沿って延在している空気通路４５を介して通過し、第１の任意の発熱体７０内の空気通
路領域を通り、空気流検知領域６０を通り、第２の発熱体７２を通り過ぎて又は通り、紙
巻きタバコ１５０を通り（カートリッジ８５を通るのを含む）、吸い口片１２０内へと通
過する。タバコ及びその成分に対して作用する発熱体によって発生した熱は、タバコの成
分を揮発させるか、そうでなければ、タバコの成分が吸い込まれた空気内に同伴する（ｅ
ｎｔｒａｉｎ）ように作用する。このように、タバコ成分又はタバコに由来する成分を含
む、結果として得られるエアロゾルは、喫煙者の口内に吸い込まれる。使用後に、使用済
みの紙巻きタバコ１５０は、外側容器２０から除去されて捨てられ、必要に応じて、新た
な紙巻きタバコが外側容器内に差し替えられる。
【００８８】
　図３を参照すると、代表的な喫煙物品１０のさらに他の実施形態が示されている。喫煙
物品は、遠位端１３及び吸い口１５を有する。喫煙物品１０は、図１を参照して上述した
喫煙物品と同等で一般に同等な方法で作動する特定の要素を有する。喫煙物品１０は、紙
巻きタバコ１５０のタイプを組み込むように構成されている。外包材１６０によって囲ま
れたタバコセグメント８９は、熱の作用によってタバコ成分又はタバコ由来の成分を提供
するように形成されることができる。タバコセグメント８９の要素は、電気的に発生した
熱の作用によって加熱される（例えば、切断フィラー、再構成タバコシート等のような）
タバコが所望の耐熱性を有し、所望でない範囲に燃焼せず、制御された燻りを受けること
等のために、（例えば、金属塩、水分、又は、他の適切な材料と接触することによって）
処理されることができる。タバコセグメント８９はまた、エアロゾル発生材料を含むこと
ができる。図示されるように、紙巻きタバコ１５０は、図２に関して述べたように、フィ
ルタ要素２００を含むことができる。
【００８９】
　喫煙物品１０は、電力源３６によって給電される第３の任意の抵抗発熱体３００を有す
る。第３の抵抗発熱体は、図１を参照して上述した第１及び第２の抵抗発熱体７０、７２
と基本的に同じ方法で作動する。このように、第３の抵抗発熱体３００は、電力源３６に
よって給電され、導電性ワイヤ等（図示しない）の適切な電気的接続を介して給電される
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制御要素５０によって制御される。第３の抵抗発熱体３００は、不織黒鉛糸若しくはウェ
ブ、セラミック材料、金属布若しくはスクリーン、合金シート等の抵抗発熱体として適切
に使用されることができる適切な導電性材料によって形成されることができる。第３の抵
抗発熱体の物理的な大きさ及び形状は、発熱体が紙巻きタバコ１５０のタバコ８９の少な
くとも一部に対する熱を提供することができるようなものである。例えば、第３の抵抗発
熱体３００は、その内部に挿入されるタバコロッド８９の一部の周囲にぴったりと嵌合す
るように構成された管からなる一般的な形状を有することができる。あるいは、第３の抵
抗発熱体３００は、エアロゾル形成材料及び抽出されたタバコ成分が、そのタバコ８９の
周囲を包むタバコ基材又は基材の紙材から芯出しされ得るような形態を有することができ
る。必要に応じて、抵抗発熱体のうちの少なくとも１つ（例えば、第１及び／又は第３の
抵抗発熱体）は、紙巻きタバコ１５０が予熱されることができるように、又は、喫煙物品
１０のある所望の使用期間中に加熱が制御されることができるように、分離したオン／オ
フタイミング機構、及び／又は、スイッチング機構を備えることができる。換言すれば、
各発熱体は、ある実施形態において、選択的に且つ個別に制御されることができる。必要
に応じて、各発熱体は、検知機構要素６０に対する応答によって提供される信号に応答し
て、それを通って流れる電流を有する（したがって熱を提供する）ように配置されること
ができる。例えば、各発熱体は、検知機構６０に対する応答によって提供される信号に応
答して「オン」及び「オフ」とされることができる。あるいは、第１の発熱体７０を通る
電流は、喫煙物品１０の正常な使用期間中に制御されることができ、第２の発熱体７２を
通る電流は、吸い込み期間中のみに制御されることができる。したがって、各抵抗発熱体
は、異なる熱量を提供することができ、異なる期間中に熱を提供するように作動すること
ができる。
【００９０】
　任意に、第２の抵抗発熱体７２の大きさ及び形状は変更可能である。例えば、図３にお
いて示されるように、第２の抵抗発熱体の少なくとも一部は延長可能であり、その少なく
とも一部は、外側容器２０内で下流に延在することができる。このように、第２の抵抗発
熱体の少なくとも一部は、タバコセグメント８９内に延在することができ、したがって、
タバコ内で十分な量の基材及びエアロゾル形成材料と密接に接触することができる。
【００９１】
　断熱材が喫煙物品のさらに下方に延在することができ、例えば、同様に第１及び第２の
発熱体を囲むことができるが、望ましくは、図示されるように、断熱領域４００が喫煙物
品１０の抵抗発熱体３００を囲んでいる。断熱材の代表的なタイプ及び構造は、２００５
年８月１日に出願されたＣａｎｔｒｅｌｌらによる米国特許出願第１１／１９４，２１５
号明細書、及び、２００６年３月１６日に出願されたＣｒｏｏｋｓらによる米国特許出願
第１１／３７７，６３０号明細書に記載されている。このように、喫煙物品１０の使用中
に、外側容器２０の外側領域が過度に高温になって接触できなくなるのを防止する方法が
提供されている。さらに、一連の略非通気性壁又は同様の構造領域４２０は、吸い込まれ
た空気が喫煙物品１０の使用中にタバコ８９を通過する傾向を有するのを確実にするのを
支援することができる。断熱材４００はまた、喫煙物品１０内で他の場所に配置されるこ
とができる。例えば、断熱材４００は、タバコ抽出物、タバコ微粉、エアロゾル形成材料
、香料等のための基材材料として使用されることができる。さらに、断熱材４００は、喫
煙物品１０の遠位端１３の近く、電力源３６の周囲、喫煙物品１０の電子及び／又は煙吹
かし制御要素周囲の位置若しくは領域、又は、他の場所に配置されることができる。
【００９２】
　使用中に、喫煙物品１０の吸い口１５は、喫煙者の唇に配置される。空気は、喫煙物品
の遠位端１３に配置されたキャップ３５における空気通路又は開口３２を介して、外側容
器２０内に吸い込まれる。吸い込まれた空気は、電力源３６及び電子制御要素５０の長手
に沿って延在している空気通路４５を介して通過し、第１の発熱体７０内の空気通路領域
を通り、空気流検知領域６０を通り、第２の発熱体７２を通り過ぎて又は通り、紙巻きタ
バコ１５０を通り、吸い口片１２０内へと通過する。タバコ及びその成分に対して作用す
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る３つの発熱体７０、７２、３００によって発生した熱は、タバコの成分を揮発させるか
、そうでなければ、タバコの成分が吸い込まれた空気内に同伴するように作用する。一般
に、抵抗発熱体は、表面領域温度を提供し、したがって、それらの発熱体の近くの周囲領
域においてエアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱する能力を提供する。一般に、関連
した使用期間中に、それらの発熱体は、少なくとも約２００℃、大抵は少なくとも約３０
０℃の表面領域温度を提供することができる。これらの温度は、一般に、約６００℃を超
えず、大抵は約５００℃を超えず、往々にして約４００℃を超えない。このように、タバ
コ成分又はタバコに由来する成分を含む、結果として得られるエアロゾルは、喫煙者の口
内に吸い込まれる。使用後に、使用済みの紙巻きタバコ１５０は、外側容器２０から除去
されて捨てられ、必要に応じて、新たな紙巻きタバコが外側容器内に差し替えられる。紙
巻きタバコ１５０の除去は、一般に外側ハウジング２０に着脱自在に取り付けられる吸い
口１２０を除去することによって実現されることができる。
【００９３】
　上述した全ての実施形態について、バッテリ及び抵抗発熱体の選択は、変動することが
でき、設計上の選択の問題であり得る。例えば、様々な抵抗発熱体によって提供されるバ
ッテリの電圧、電流量、及び、抵抗は、初期の加熱のための十分な（例えば、事実上即座
のエアロゾル形成と、吸い込みによって得られるタバコ由来の成分の送出とを提供するの
に十分な）電力、喫煙物品内の関連した要素の適切な加熱（すなわち、エアロゾル形成を
発生させるのに十分な加熱）、適切な電力源耐用年数等を提供するように選択されること
ができる。一般に、様々な制御回路の様々な要素は、抵抗発熱体が、関連した要素を所望
の温度まで又は所望の温度範囲内に加熱する（すなわち、望ましい喫煙物品は過熱しない
）ために、電流が制御されるのを確実にするように作用する。電力源及び抵抗発熱体の選
択は、設計上の選択の問題であり得て、電気抵抗加熱システムの設計及び製造の分野にお
ける当業者にとって容易に明らかである。
【００９４】
　必要に応じて、本発明の喫煙物品１０は、任意に空気で希釈されることができる。任意
に空気で希釈される又は通気される喫煙物品１０に関して、空気希釈又は通気の量又は程
度は、変動することができる。往々にして、空気希釈された紙巻きタバコについての空気
希釈量は、約１０パーセントよりも大きく、一般に約２０パーセントよりも大きく、大抵
は約３０パーセントよりも大きく、約４０パーセントよりも大きいこともある。望ましく
は、空気希釈された紙巻きタバコについての空気希釈の上側レベルは、約８０パーセント
未満であり、大抵は約７０パーセント未満である。ここで使用されるように、用語「空気
希釈」は、紙巻きタバコを介して吸い込まれて紙巻きタバコの吸い口部分を出る空気及び
エアロゾルの総体積に対する、空気希釈手段を介して吸い込まれた空気の体積の（百分率
として表現された）比率である。より高い空気希釈レベルは、主流エアロゾル内へのエア
ロゾル形成材料の伝達効率を低減するように作用することができる。
【００９５】
　本発明の望ましい喫煙物品１０は、所望の吸い込み抵抗を有する。例えば、典型的な喫
煙物品は、１７．５ｃｃ／秒の空気流での水圧降下が約５０ｍｍから約２００ｍｍの圧力
降下を有する。望ましい喫煙物品は、１７．５ｃｃ／秒の空気流での水圧降下が約６０ｍ
ｍから約１８０ｍｍ、より望ましくは、約７０ｍｍから約１５０ｍｍの圧力降下値を有す
る。望ましくは、喫煙物品の圧力降下値は、Ｆｉｌｔｒｏｎａ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ
　ａｎｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ社から入手できるＦｉｌｔｒｏｎａ　Ｃｉｇａｒｅｔｔ
ｅ　Ｔｅｓｔ　Ｓｔａｔｉｏｎ（ＣＴＳ　Ｓｅｒｉｅｓ）を用いて測定される。
【００９６】
　本発明の喫煙物品によって生み出されるエアロゾルは、水蒸気、ガス、浮遊粒子等の空
気含有成分を備えるものである。エアロゾル成分は、ある形態のタバコに対する熱作用に
よって、特定の状況では、タバコの加熱、タバコの燻り、及び、タバコの焦げによって生
じるタバコの熱分解によって、並びに、エアロゾル形成剤を蒸発させることによって、発
生することができる。このように、エアロゾルは、揮発成分、燃焼生成物（例えば、二酸
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化炭素及び水）、不完全燃焼生成物、及び、熱分解生成物を含むことができる。エアロゾ
ル成分はまた、燃焼されるタバコ材料と燃焼される他の成分との熱交換関係に配置された
物質による、ある形態の燃焼タバコ（及び熱を発生させるように燃焼される任意の他の要
素）から、熱の作用によって発生することができる。エアロゾル成分はまた、熱発生シス
テムの熱の作用の結果としてエアロゾル発生システムによって発生することができる。最
も望ましくは、正常な使用状況の間に、（例えば、燃焼、燻し、又は、熱分解の結果とし
て）大幅な程度の熱分解を被らない傾向を有するように、エアロゾル発生システムから生
じる成分は一般的な組成を有し、喫煙物品内に配置される。
【００９７】
　図４を参照すると、本発明の喫煙物品内に含まれることができる電子回路５００の実施
形態の図が示されている。本発明の喫煙物品用の制御回路は、個々の電子部品として、又
は、機能的には集積マイクロプロセッサ装置として組み立てられることができる。代表的
な回路は、電力源３６と、作動機構５１０と（例えば作動スイッチ）、少なくとも１つの
抵抗発熱体とを含み、図示される実施形態では、第１の抵抗発熱体７０と、第２の抵抗発
熱体７２と、第３の抵抗発熱体３００とが示されている。３つの抵抗発熱体を含むそのよ
うな回路は、図３を参照して上述したタイプの喫煙物品内に含まれることができる。図４
の回路５００が、発熱体３００を含む回路経路を単に除去することによって２つの発熱体
を備える喫煙物品における使用のために直ちに構成されることができ、したがって、図１
及び図２の実施形態における使用に適していることに留意されたい。
【００９８】
　作動機構５１０は、一般に、喫煙者の行為によって係合され得るスイッチング機構であ
る。すなわち、そのようなスイッチは、喫煙者が指を用いることによる押し込み若しくは
他のタイプの移動によって、喫煙者の唇と接触することによる起動によって、又は、喫煙
物品における適切な位置に配置された少なくとも１つの他のタイプの検知機構によって起
動されることができる。代表的なスイッチは、喫煙者によって手動で作動することができ
る。
【００９９】
　回路は、望ましくはタイミング機構５２０を含む。そのようなタイミング機構は、作動
の被制御期間を提供するようにプログラムされることができる。例えば、「オン」位置へ
の現在の作動機構５１０のスイッチングにおける結果をもたらす行為によって回路が起動
された後、タイミング機構は、選択された期間（例えば、１分、２分、４分等）だけ作動
する。回路の残り部分が選択された期間内に再起動された場合には、タイミング機構５２
０は、リセットされて再度作動し始める。ある不起動又は不使用の期間が発生した場合に
は、タイミング機構は、その後、サイクルの再起動まで回路を「オフ」とするように作用
することができる。
【０１００】
　回路の作動中に、電流は、第１の抵抗発熱体７０及び第３の抵抗発熱体３００を通過し
、したがって、それらの抵抗発熱体は熱を発生する。各抵抗発熱体によって発生する温度
の制御は、それぞれ、制御機構５３０、５４０によって提供される。
【０１０１】
　適切な空気流検知スイッチ等の煙吹かし制御機構５５０は、第２の抵抗発熱体７２に電
流を印加する回路を完成するように作用する。すなわち、吸い込み期間中に、第２の抵抗
発熱体を介して電流を印加する回路は閉じられ、したがって、その発熱体は熱を発生する
。所定の熱量は、タイマーによって制御された電流（例えば、持続期間を約０．５秒から
約２秒にセットされた固定パルス）によって発生することができる。あるいは、一連の「
オン／オフ」タイプの一連のパルスが、吸い込み期間中に提供されることができる。吸い
込みが完了した場合、その回路は遮断される。タイマー等の制御機構５６０は、回路を通
過する電流、したがって、発熱体によって発生する熱量の制御を提供するように作用する
。例えば、より長い煙吹かし期間のために、発熱体に供給される電流、したがって、エア
ロゾル発生のための電力は、タイマーによって提供される制御された連続的な「オン」及
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び「オフ」信号によって提供されることができる。一般に、周期的な電流期間の間の「オ
フ」期間が、しばしば約０．１秒から約０．６秒まで変動することができる一方で、約０
．１秒から約１秒まで、及び、約０．２秒から約０．６秒まで変動する電流についての時
限期間が一般に使用されることができる。
【０１０２】
　図５を参照すると、本発明の喫煙物品内に含まれることができる電子回路５００の他の
実施形態の図が示されている。本発明の喫煙物品用の制御回路が、個々の電子部品として
、又は、集積マイクロプロセッサ装置として組み立てられることができることに再度留意
されたい。代表的な回路は、電力源３６と、作動機構５１０と、少なくとも１つの抵抗発
熱体とを含み、図示される実施形態では、第１の抵抗発熱体７０と、第２の抵抗発熱体７
２と、第３の抵抗発熱体３００とが示されている。３つの抵抗発熱体を含むそのような回
路は、図３を参照して上述したタイプの喫煙物品内に含まれることができる。また、第３
の発熱体３００を単に除去することは、本明細書に記載される他の喫煙物品の実施形態に
おいて役に立つ回路を作り出すことができる。
【０１０３】
　回路は、望ましくはタイミング機構５２０を含む。そのようなタイミング機構は、作動
の被制御期間を提供するようにプログラムされることができる。例えば、「オン」位置へ
の現在の作動機構５１０のスイッチングにおける結果をもたらす行為によって回路が起動
された後、タイミング機構は、選択された期間だけ作動する。回路の残り部分が起動され
た場合には、タイミング機構は、リセットされて再度作動し始める。ある不起動又は不使
用の期間が発生した場合には、タイミング機構は、その後、回路を「オフ」とするように
作用することができる。
【０１０４】
　作動中に、電流は、第１の抵抗発熱体７０及び第３の抵抗発熱体３００を通過し、した
がって、それらの抵抗発熱体は熱を発生する。各抵抗発熱体によって発生する温度の制御
は、それぞれ、制御機構５３０、５４０によって提供される。
【０１０５】
　煙吹かし制御機構５９０は、第２の抵抗発熱体７２に電流を印加する回路を完成するよ
うに作用する。すなわち、吸い込み期間中に、第２の抵抗発熱体を介して電流を印加する
回路は閉じられ、したがって、その発熱体は熱を発生する。吸い込みが完了した場合、そ
の回路は遮断される。図示された実施形態において、煙吹かし制御機構５９０は、圧力セ
ンサ５７０及び閾値検出器５８０（例えばシュミットトリガ）によって形成され、第２の
抵抗発熱体７２を通過する電流、したがって、吸い込みの期間及び大きさに比例する発熱
体７２による熱発生の制御を提供することができる。例えば、より長い煙吹かし期間のた
めに、発熱体７２に供給される電流、したがって、エアロゾル発生のための電力は、より
長い期間提供されることができる。他の例として、より深い又はより厳密な煙吹かしのた
めに、より強い吸い込みの検知は、適切な抵抗発熱体に対してより大きな電流を提供する
ように、したがって、対応してより大きなエアロゾル発生を提供するように使用されるこ
とができる。あるいは、分離したスイッチ（図示しない）は、少なくとも１つの抵抗発熱
体に対する電流の制御を提供するように喫煙者によって選択されることができ、したがっ
て、吸い込みの期間中に、（例えば、吸い込み又は煙吹かしが、激しい、長い、短い、深
い、浅い、体積が大きい、体積が小さいか否か等の）エアロゾル形成のための熱発生と関
連する状態が制御され、したがって、着実なエアロゾル形成が各煙吹かし中に提供される
ことができる。
【０１０６】
　本発明の多くの変更及び他の実施形態は、本発明が上述した記載において提示された教
示の利益を有することに関係する当業者によって想到されるはずであり、本発明の範囲又
は精神から逸脱することなく、本発明の変形及び変更がなされることができることは、当
業者にとって明らかである。したがって、本発明が開示された特定の実施形態に限定され
ず、変更及び他の実施形態が添付の特許請求の範囲内に含まれることが意図されることが



(34) JP 2010-506594 A 2010.3.4

理解されるべきである。特定の用語が本明細書において使用されているものの、それらは
、一般的で説明的な意味のみにおいて且つ限定の目的ではなく使用される。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月23日(2008.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タバコを収容する、電動の喫煙物品であって、
　（ａ）喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出のために構成された開口を備える吸い口
と、喫煙物品内への空気の取り入れのために構成された開口を備える、吸い口に対する遠
位端とを有する外側ハウジングと、
　（ｂ）喫煙物品に流入する空気が電力源を通過するように、外側ハウジング内であって
外側ハウジングの遠位端における開口の下流に動作可能に配置された電力源と、
　（ｃ）前記電力源によって給電され、外側ハウジングの遠位端における開口を介して吸
い込まれた空気を加熱するように動作可能に配置された外側ハウジング内の第１の電気抵
抗発熱体と、
　（ｄ）外側ハウジング内に配置されたタバコ材料と、
　（ｅ）空気がタバコ材料及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれることがで
きるように、前記タバコ材料と流体的に連通している外側ハウジング内に配置されたエア
ロゾル形成材料と、
　（ｆ）前記電力源によって給電され、エアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱するよ
うに動作可能に配置された外側ハウジング内の第２の電気抵抗発熱体と、
　（ｇ）喫煙物品におけるユーザによる吸い込みを検知するように構成されたセンサを備
え、吸い込み中に、前記第１及び第２の電気抵抗発熱体のうちの少なくとも１つを流れる
電流を調整するように構成された煙吹かし作動コントローラとを備え、
　エアロゾル形成材料及びタバコが、第２の抵抗発熱体と外側ハウジングの吸い口との間
に配置されたカートリッジ内に収容されており、カートリッジ内に発生したエアロゾルが
最初に第２の電気抵抗発熱体の方向に流れるように、カートリッジが第２の電気抵抗発熱
体に面した開口を有する、喫煙物品。
【請求項２】
　エアロゾル形成材料及びタバコ材料がカートリッジ内のよく混じった混合物の形態であ
る、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項３】
　エアロゾル形成材料及びタバコ材料がカートリッジ内の分離された隣接する領域に配置
されている、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項４】
　タバコ材料の少なくとも一部が抽出物の形態である、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項５】
　エアロゾル形成材料が、グリセリン、プロピレングリコール、又は、その混合物を含む
、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項６】
　タバコ材料の少なくとも一部がタバコ切断フィラーの形態である、請求項１に記載の喫
煙物品。
【請求項７】
　マウスピースをさらに備え、該マウスピースを通って空気が外側ハウジングの吸い口か
ら吸い込まれることができ、該マウスピースが外側ハウジングに着脱自在に取り付けられ
ている、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項８】
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　タバコを収容する、電動の喫煙物品であって、
　（ａ）喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出のために構成された開口を備える吸い口
と、喫煙物品内への空気の取り入れのために構成された開口を備える、吸い口に対する遠
位端とを有する外側ハウジングと、
　（ｂ）喫煙物品に流入する空気が電力源を通過するように、外側ハウジング内であって
外側ハウジングの遠位端における開口の下流に動作可能に配置された電力源と、
　（ｃ）前記電力源によって給電され、外側ハウジングの遠位端における開口を介して吸
い込まれた空気を加熱するように動作可能に配置された外側ハウジング内の第１の電気抵
抗発熱体と、
　（ｄ）外側ハウジング内に配置されたタバコ材料と、
　（ｅ）空気がタバコ材料及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれることがで
きるように、前記タバコ材料と流体的に連通している外側ハウジング内に配置されたエア
ロゾル形成材料と、
　（ｆ）前記電力源によって給電され、エアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱するよ
うに動作可能に配置された外側ハウジング内の第２の電気抵抗発熱体と、
　（ｇ）喫煙物品におけるユーザによる吸い込みを検知するように構成されたセンサを備
え、吸い込み中に、前記第１及び第２の電気抵抗発熱体のうちの少なくとも１つを流れる
電流を調整するように構成された煙吹かし作動コントローラとを備え、
　タバコ材料及びエアロゾル形成材料が、包み紙によって囲まれたタバコロッド及び隣接
するフィルタ要素を備える紙巻きタバコロッド内に設けられており、紙巻きタバコロッド
が、第２の抵抗発熱体と外側ハウジングの吸い口との間に配置されている、喫煙物品。
【請求項９】
　外包材によって囲まれたエアロゾル発生材料を含むカートリッジが、タバコロッドと第
２の抵抗発熱体との間に配置されている、請求項８に記載の喫煙物品。
【請求項１０】
　前記電力源によって給電され、タバコロッドを加熱するように動作可能に配置された第
３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに備える、請求項８に記載の喫煙物品。
【請求項１１】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部が、タバコ切断フィラーの形態であり、
切断フィラーが、エアロゾル形成材料と密接に接触している、請求項８に記載の喫煙物品
。
【請求項１２】
　前記電力源によって給電され、タバコロッドを加熱するように動作可能に配置された第
３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに備える、請求項８に記載の喫煙物品。
【請求項１３】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部が抽出物の形態である、請求項８に記載
の喫煙物品。
【請求項１４】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部及びエアロゾル形成材料がよく混じった
混合物の形態である、請求項８に記載の喫煙物品。
【請求項１５】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部がタバコ切断フィラーの形態である、請
求項８に記載の喫煙物品。
【請求項１６】
　エアロゾル形成材料が、グリセリン、プロピレングリコール、又は、その混合物を含む
、請求項８に記載の喫煙物品。
【手続補正書】
【提出日】平成21年6月18日(2009.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タバコを収容する、電動の喫煙物品であって、
　（ａ）喫煙物品内で発生したエアロゾルの放出のために構成された開口を備える吸い口
と、喫煙物品内への空気の取り入れのために構成された開口を備える、吸い口に対する遠
位端とを有する外側ハウジングと、
　（ｂ）喫煙物品に流入する空気が電力源を通過するように、外側ハウジング内であって
外側ハウジングの遠位端における開口の下流に動作可能に配置された電力源と、
　（ｃ）前記電力源によって給電され、外側ハウジングの遠位端における開口を介して吸
い込まれた空気を加熱するように動作可能に配置された外側ハウジング内の第１の電気抵
抗発熱体と、
　（ｄ）外側ハウジング内に配置されたタバコ材料と、
　（ｅ）空気がタバコ材料及びエアロゾル形成材料の双方を介して吸い込まれることがで
きるように、前記タバコ材料と流体的に連通している外側ハウジング内に配置されたエア
ロゾル形成材料と、
　（ｆ）前記電力源によって給電され、エアロゾル形成材料及びタバコ材料を加熱するよ
うに動作可能に配置された外側ハウジング内の第２の電気抵抗発熱体と、
　（ｇ）喫煙物品におけるユーザによる吸い込みを検知するように構成されたセンサを備
え、吸い込み中に、前記第１及び第２の電気抵抗発熱体のうちの少なくとも１つを流れる
電流を調整するように構成された煙吹かし作動コントローラとを備え、
　エアロゾル形成材料及びタバコが、（ｉ）第２の抵抗発熱体と外側ハウジングの吸い口
との間に配置されたカートリッジ内に収容されており、カートリッジ内に発生したエアロ
ゾルが最初に第２の電気抵抗発熱体の方向に流れるように、カートリッジが第２の電気抵
抗発熱体に面した開口を有するか、又は、（ｉｉ）エアロゾル形成材料及びタバコが、包
み紙によって囲まれたタバコロッド及び隣接するフィルタ要素を備える紙巻きタバコロッ
ド内に設けられており、紙巻きタバコロッドが、第２の抵抗発熱体と外側ハウジングの吸
い口との間に配置されている、喫煙物品。
【請求項２】
　エアロゾル形成材料及びタバコがカートリッジ内のよく混じった混合物の形態である、
請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項３】
　エアロゾル形成材料及びタバコ材料がカートリッジ内の分離された隣接する領域に配置
されている、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項４】
　タバコ材料の少なくとも一部が抽出物の形態である、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項５】
　エアロゾル形成材料が、グリセリン、プロピレングリコール、又は、その混合物を含む
、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項６】
　タバコ材料の少なくとも一部がタバコ切断フィラーの形態である、請求項１に記載の喫
煙物品。
【請求項７】
　マウスピースをさらに備え、該マウスピースを通って空気が外側ハウジングの吸い口か
ら吸い込まれることができ、該マウスピースが外側ハウジングに着脱自在に取り付けられ
ている、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項８】
　外包材によって囲まれたエアロゾル発生材料を含むカートリッジが、タバコロッドと第
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２の抵抗発熱体との間に配置されている、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項９】
　前記電力源によって給電され、タバコロッドを加熱するように動作可能に配置された第
３の抵抗発熱体を外側ハウジング内にさらに備える、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項１０】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部が、タバコ切断フィラーの形態であり、
切断フィラーが、エアロゾル形成材料と密接に接触している、請求項１に記載の喫煙物品
。
【請求項１１】
　タバコロッドにおけるタバコの少なくとも一部及びエアロゾル形成材料がよく混じった
混合物の形態である、請求項１に記載の喫煙物品。
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